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～ はじめに ～ 

 

 公益財団法人鳥取県文化振興財団は、財団のミッション（使命）として「文化芸術に関する各種事業 

を推進することにより、県民文化の育成と振興を図るとともに、県民に広く文化活動の場を提供するこ 

とにより、自主的な活動を支援し、人と人の交流、地域の活性化を図り、もって心豊かで潤いと活力に 

満ちた県民生活に寄与する」と掲げています。 

 

 現在、平成１４年度に鳥取県で開催された国民文化祭を契機として制定された「鳥取県文化芸術振興 

条例」、国の「文化芸術振興基本法」（平成２９年「文化芸術基本法」に改正）、「劇場、音楽堂の等の活 

性化に関する法律」（劇場法）、「文化芸術に関する基本的な方針」などの法的な方針を基に、鳥取県 

立県民文化会館、鳥取県立倉吉未来中心で、第３期指定管理期間においてミッションを達成するための 

様々な取組を行ってきました。現在においては、２０２０年に開催される「東京オリンピック・パラリ 

ンピック」を契機に、スポーツのみならず文化芸術の価値を社会の中心に据えた「文化芸術立国」を目 

指した取組が推進されています。 

 

また、「文化芸術基本法」において、「年齢、障がいの有無、経済的な状況又は居住する地域」にかか 

わらず全ての人々が文化芸術を享受できる環境を整えることを定めるとともに、観光・まちづくり・国 

際交流・福祉・教育・産業等や、行政機関・文化芸術団体・民間事業者・学校・地域等との連携推進が 

掲げられたところです。 

 

そのような中、平成２８年１０月２１日、最大震度６弱の地震が鳥取県中部地域を襲いました。幸い 

にも死者ゼロ、火災ゼロでしたが、住家被害は全壊１８棟を含む１５，０００棟余りに及びました。当 

財団が管理運営する鳥取県立倉吉未来中心も正面玄関天井の崩落、アトリウム支柱の基礎部分に大きな 

損傷を受けるなど、職員、利用者を含む多くの方々が恐怖、そして再開への不安を感じたのがつい先日 

のごとく、脳裏に蘇ります。 

 

 倉吉未来中心は設置者である鳥取県をはじめ、多くの方々の努力と強い思いに支えられ、約半年後に 

は復旧しました。倉吉パークスクエアにおいても最後に残った倉吉市営温水プールが平成２９年７月に 

復旧し、晴れて完全復興いたしました。復興を祝うフェスティバルには多くの参加者、お客様にご来場 

いただき、倉吉未来中心そしてパークスクエアの各施設が、鳥取県そして中部地域の方々にどれほど愛 

されていたのかと知り、感動を覚えました。 

 

平成２８年の鳥取県中部地震を経験したことにより、 「災害に負けない地域の力」「人と地域との絆 

の強さ」「感謝の気持ち」がプラスの財産として残りました。これらの財産を力にした『福』を『興』

す元気な動きは、確実に地域に息づいています。私たち鳥取県文化振興財団は文化芸術の力を基盤とし

ながら、令和６年度に開館を予定している鳥取県立美術館との連携も見据え、これまでの経験とノウハ

ウを活かし、活動を共にしてきた様々な団体やアーティスト、県民の皆様とともに、人と人、社会と人

がさらに繋がり、交流し、地域が元気になるための取組をさらに深めていきます。 

 

 

令和２年２月 

                            公益財団法人鳥取県文化振興財団   
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倉吉未来中心 

《設置目的》 

県民の文化の振興を図る 

[施設の性格] 
県内全域の文化芸術

振興拠点 

[施設の性格] 
中部地域の文化

芸術による交流

拠点 

一体管理 

＜倉吉未来中心の役割＞ 

中部地域と 

鳥取県の連携を 

一層推進 

公益財団法人 鳥取県文化振興財団 

県民文化会館 

《設置目的》 
人と人の交流を促進し 

地域の活性化を図る 

地域の生活・ 
文化・観光・ 
経済・教育・ 
福祉の発展を 
促進 

《目的達成のために行う事業》 

・文化芸術の振興、創造及び鑑賞普及 

・文化芸術活動の支援、人材育成 

・文化芸術に関する情報の収集と発信 

・文化芸術の振興に関する事業の受託 

・文化の振興及び交流のための施設の管理運営 

《目的》 

・県民文化の育成と振興 

・文化活動の場の提供 

・自主的な活動の支援 

・人と人との交流と地域の活性化 

（公財）鳥取県文化振興財団が目指す倉吉未来中心の役割 

地域の人々が活気溢れる社会及び心豊かで潤いと活力に満ちた県民生活の実現 
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１ 管理運営の基本的な考え方                        
 

（公財）鳥取県文化振興財団は、鳥取県立倉吉未来中心（以下「倉吉未来中心」という。）の開館以

来、管理運営をしてまいりましたが、平成２６～３０年度の第３期指定管理期間においては、 「地域

との連携・協働」を運営の柱に、中部地域の文化芸術団体や活動者、文化施設、観光・経済団体、教

育機関、福祉団体、１市４町など、様々な団体等と文化芸術を通じて手を取り合い、地域の活性化を

図ってきました。 

そして、これからも「地域との連携」を継続しながら、地域の未来と次世代のため、こうした連携

を基に「活力あるまちづくり」と「心豊かなひとづくり」を進めていきます。 

また、倉吉未来中心がこれまで１７年間で培ってきた地域との繫がりと信頼を活かした施設運営に 

よって得られている高いお客様満足度を維持・向上させたサービスを提供しながら、引き続き当財団 

が倉吉未来中心の管理運営を担いたいと考えています。 

平成１３年から倉吉未来中心を管理運営してきた中で蓄積した経験やノウハウを活かし、お 

客様の貴重なご意見・ご要望を踏まえた施設づくり及び各種サービスの向上に努めるとともに、

専門的な技術を有する人材を配置して、お客様のために、安心・安全な施設運営、お客様の視 

点にたった質の高いサービスの提供を行います。また、公の施設としての性格を十分認識し、 

その施設を管理する者としての自覚を忘れず、法令を遵守の上、効率的で公平・公正な管理業 

務を行います。 

そして、地域の文化活動者や各種団体等との連携により文化芸術事業を推進して、中部地域

の活性化や賑わいの創出、次代を担う人材の育成を図ります。 
 

（１）管理運営業務の基本方針 
 

 

 
 

 

ア お客様の安心・安全への取組 

○ あらゆる危機管理に対するマニュアルを整備し、防災訓練の実施（地震・消防等）や職員研修を通 

して全ての職員が対応できる体制を整えます。 

○ 常に安全を意識した定期点検および日常点検（専門業者による設備等の保守点検、自主点検等）を 

実施します。 

○ 県との連携による施設・設備等の利用の実情に合わせた改修･更新と、事前保全、予防保全に 

よる設備の長寿命化への取組を行います。 

 イ 公平・公正な管理運営 

  ○ 子どもから高齢者、障がいのある方、外国人などすべての皆様へ公平なサービスを提供します。 

○ 法令を遵守し、設備の法定点検実施や、法改正への速やかな対応に努めます。 

○ 情報漏洩を防ぐセキュリティ対応に努めます。 

○ 計画的な研修会の実施、外部研修等への積極的参加による継続的な人材育成を図ります。 

 ウ 施設の魅力を最大限に活用する取組 

○ 人々が集う「まちの広場」として、賑わいとくつろぎの空間を整備します。 

○ 訪れる人々へ、中部地域の魅力を発信する取り組みを行います。 

  ○ 中部地域最大席数の大ホールおよび個性溢れるアトリウムなど施設を活用した事業を実施します。 

管理運営の柱

○お客様の安心・安全

○公平・公正な管理運営

○施設の魅力を最大限に活用

○お客様の視点に立ったサービス提供

○効率的な管理運営
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エ お客様の視点に立ったサービス提供 

○ 快適に施設が利用できるよう、常にお客様の声に耳を傾けサービス向上を図ります。 

○ すべての人々にやさしいユニバーサルデザインへの取組を行います。 

○ お客様が求める情報を把握し、あらゆる手法による情報発信に努めます。 

 

オ 効率的な管理運営の取組 

○ 施設・設備の維持管理に係る保守点検業務委託料の軽減や、環境への負荷を配慮した経常的 

費用の軽減に努めます。 

○ 事業実施やホール利用の際に、県民文化会館と職員を相互派遣して人的な補完を行い、効率 

的な運営と費用の軽減に努めます。 

 

（２）文化芸術事業の基本方針 
 

 

 
 

 

ア 文化芸術愛好者を拡大する取組 

○ 国内外の質の高い舞台公演の鑑賞機会を提供します。 

○ 親子、若者層～高齢者、男性をターゲットにした幅広い層の県民が鑑賞しやすい文化芸術事 

業を実施します。 

○ 年齢、障がいの有無又は経済的な理由等に関わらず県民すべてが文化芸術を鑑賞できる環境 

   を整備します。 
 

イ 活力ある“まちづくり”のための取組 

 ○ 地域の活動者や様々な団体と連携した文化芸術事業を実施します。 

○ 地域の文化資源や施設の利点を活かした賑わいを創出します。 

 
ウ 心豊かな“ひとづくり”のための取組 

○ 次代を担う若者を育成するため、文化芸術の鑑賞・体験の充実を図ります。 

○ 地域の多様な文化芸術活動の支援・普及を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

文化芸術事業の柱

○文化芸術愛好者の拡大

○活力ある“まちづくり”

○心豊かな“ひとづくり”

【児童養護施設訪問公演】 【親子向け鑑賞・参加公演】 
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２－１ 施設の設置目的に沿ったサービス・事業の内容            
 

 

（１）利用者へ提供するサービスの向上策 
 

お客様満足度の高い施設づくりをめざし、お客様の声を 

大切にしたサービスを行い、人々の交流拠点として活発に 

利用していただける取組を行います。 

 

 

 

 

 
 

基本方針 また訪れたいと感じる魅力ある施設づくり 

行動指針 
地域に開かれ、人々が集い、豊かに交流できる施設づくりを行います。 

～地域の皆様の交流拠点として、人々が集う賑わい空間の創出へ～ 

 

ア 利用者の利便性向上 

 

（ア）大ホールホワイエの単独利用を可能とし、幅広い利用に対応するようにします 

大ホール利用率向上は最重要課題と考えますが、中部地域の人口規模からすると有名アーティス

ト公演・大型イベントは鳥取市・米子市に集中する傾向が続いており、大幅な利用率向上は難しい

と考えます。大ホールを有効に活用するために、令和元年度より大ホールホワイエのみの単独利用

を可能とし、サロンコンサートやマルシェなどの幅広い利用が可能となりました。 

  [実施内容]大ホールホワイエ単独利用 

[実施年度]令和元年度 

 

（イ）初めて訪れるお客様にもわかりやすい案内表示へ整備を進めます。 

館内が迷路のようでわかりにくいというご意見を改善するために、平成30年度にGoogleストリー

トビュー（屋内版）を導入しました。これによりスマートフォンやタブレットにより事前に動線の

確認や360°パノラマ画像による施設内の様子を確認できるようになりました。令和元年度にはカラ

ーユニバーサルデザインの導入や施設案内図の改善を進め、全ての人が安心して訪れやすい工夫を

しました。 

 

[実施内容] [実施年度] 

○Googleストリートビュー（屋内版） 平成 30年度 

○施設案内表示の改善：来館者の動線に合わせた施設案内表示の増設。 令和元年度 

 

（ウ）アトリウムを「街の広場」として、賑わいとくつろぎの空間を整備します。 

人々が交わる場所であるアトリウムを、地域の方によるアートギャラリーでの作品展示や四季折々

の空間演出による賑わい創出を継続するとともに、令和元年度には休憩スペースの拡充を図ります。 

[実施内容] [実施年度] 

賑わいづくりの空間 

平成 30年度に改装したギャラリースペースやアトリ

ウムの空間を利用した演出を実施。 

○みらいアートギャラリー（20頁記載） 

○館内インスタレーション（21頁記載） 

継続実施 

【鳥取県中部地震からの全館再開セレモニー】 
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休憩スペースの拡充 

アトリウム西側の休憩スペースは日差しが強いため、

熱中症対策のためにアトリウム東側自動販売機前に

場所を移動。正面エントランスから続く来館者が休憩

しやすいスペースとして夏季以降も継続。 

令和元年度 

 

（エ）文化・観光情報コーナーを設置します。 

アトリウムを人々が交流し情報収集する場所として工夫し、令和元年度には中部１市４町の文化・

観光情報コーナーを設置し、倉吉未来中心から各地への動線を繋げる取組を行いました。 

   

[実施内容] [実施年度] 

文化・観光情報コーナー 

設置 

中部１市４町の文化・観光情報を集約したコーナーを

充実させるとともに、来館者が広く様々な情報を収集

できる場所へと改装。 

令和元年度 

 

（オ）中部地域のプレイガイドとして各種チケットを取り扱います。 

中部地域のプレイガイドとして各種チケットを取り扱い、お客様の利便性向上を図っています。

また、平成28年度からチケット販売システムを導入し、財団主催事業においては、お客様にリアル
タイムでご希望の座席が販売窓口やインターネットで購入ができるようにしています。 

 

（カ）イベントトータルサポート体制を充実します。 

イベントを成功させるために、企画と予算の立て方から施設の利用方法、当日のフロント運営、

舞台の準備～本番～撤収まで、イベント成功に向けてトータル的なサポート体制を令和元年度に構

築しました。 

 

（キ）カスタマーサービスを充実します。 

施設の利用にあたり、利用者の負担軽減や来館者向けの様々なサービスを行います。 

 

【継続するサービス（第 3期指定管理期間までに拡充したサービス抜粋）】 

無 料 サ ー ビ ス ○セミナールーム等の事務用品 

○Ｗｉ-Ｆｉスポット（アトリウム・楽屋） 

○お荷物お預かりサービス ○ベビーカー、車椅子 

○ひざ掛け   ○姿見   ○シートクッション（お子様用）  ○加湿器 

○セミナールーム１のスクリーン常設（無料） 

有 料 サ ー ビ ス ○携帯電話等充電器設置  【料金設定】30分 200円 

○コイン式コピー機設置  【料金設定】ﾓﾉｸﾛ：1枚 10円 ｶﾗｰ：1枚 30円 

○ＦＡＸ送受信サービス  【料金設定】ＦＡＸ：送信 20円 受信 10円 

広報支援サービス ○チケット取扱  ○ポスター掲示・チラシ設置  ○イベント情報掲載  

環 境 整 備 ○インターネット検索用及びプリントアウト対応パソコン設置（事務室内） 

観光情報等の検索や、利用者の急なデータ修正及びプリント対応に対応 

※プリントアウト代はコピー代として徴収。 

○ハンドドライヤー設置（一部）  ○手指消毒液設置（各入口） 

○トイレシートクリーナー設置（女性用トイレのみ）   

○温水洗浄便座設置  ○トイレ擬音装置設置 

[実施内容] [実施年度] 

イベント相談窓口の開設 詳細は 11頁記載 令和元年度 
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そ の 他 ○セミナールーム１、７の天井にプロジェクター（有料備品）を常設し、映像 

投影の準備をスムーズ化 

 

【令和元年度実施サービス】 

無 料 サ ー ビ ス ○スクリーン常設（セミナールーム２） 

○Ｗｉ-Ｆｉスポット増設（セミナールーム、リハーサル室等の各貸出施設内） 

○催し物案内表示モニター増設（アトリウム北側図書館方面） 

有 料 サ ー ビ ス ○ゴミ回収サービス 10袋あたり 2,000円（税込） 

○移動式プロジェクター１台購入 

広報支援サービス ○利用者活動掲示板による活動情報掲示（主に文化・芸術・スポーツ活動によ 

 る利用者） 

環 境 整 備 ○館内全ての女性用トイレにトイレシートクリーナーを設置 

 

【令和２年度実施サービス】 

有 料 サ ー ビ ス ○移動式音響反射板設営サービス 1回あたり 7,920円（税込）  
 

イ 接遇向上 
    

様々なサービスの提供や施設整備を行っても、職員等の対応の良し悪しによっては倉吉未来中心そ

のものの印象が変わります。お客様が気持ちよく利用していただくためには、職員のみならず常駐す

る委託業者（清掃員、警備員等）も含めた対応が大切です。そのためには、職員等の接遇意職・接遇

能力の向上は不可欠であるため、外部接遇研修への参加やＯＪＴを行い、サービスの向上図ります。 

また、職員等の接遇に対するお客様からのご意見には速やかに対処し、常に笑顔と明るい声での応

対を心がけ、お客様のご要望に対し、様々なご提案ができるよう、職員の意識改革を行います。 

 

ウ レストラン、ショップ等の運営 
 

レストラン、売店、喫茶の運営については、県内産商品の販売と県内産食材の活用を促し、来館の

利便を図るため、引き続き運営します。 

 また、喫茶の運営委託は、引き続き障がい者就労施設へ委託します。 

 

 

（２）施設の利用促進、利用率向上及び利用料収入の増加に向けた取組 
    

１７年間にわたる管理運営を通してお客様よりいただいたご意見・ご要望は貴重な財産と考えま

す。それらを最大限に活用し、何度でも利用したいと感じる魅力ある施設づくりに努め、利用料収入

の増加へ繋げます。 

 

基本方針 お客様の視点に立った質の高いサービスの提供 

行動指針 
お客様のニーズに合ったサービスを提供し、より高い満足度が得られるよう努めます。 

～お客様より頂いたご意見・ご要望に対し、課題の解決へ～ 

 

 

ア 営業活動・顧客開拓 
 

（ア）マスコミ・プロモーターへの営業 

県内マスコミとのネットワーク形成や、県外大手プロモーターへの営業活動を年数回行い、中部

地域で実施の少ない有名アーティスト公演のホール利用を促進します。 
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（イ）他団体との連携 

コンベンションの招致など、とっとりコンベンションビューローや鳥取中部観光推進機構等と連

携し利用促進を図ります。 

 

イ 施設の利用促進 
 

（ア）ホームページの活用 

施設の詳細情報や空き状況の公開、図面データ、よくある利用パターンの利用料金例、よくある

ご質問などのページを設け、基本情報をホームページより気軽に入手できるようにします。 

スマートフォンなどのタブレット対応もしており、利便性を一層向上しています。 

 

（イ）鳥取県文化振興財団情報誌「アルテ」、倉吉未来中心イベント情報誌の活用 

アルテ「ご利用かわら版」コーナーや施設が発行するイベント情報誌では、設備更新のお知らせ

やお得な制度のご案内などを随時行います。 

 

（ウ）ホール利用者への案内 

文化芸術的事業のためにホールを利用されているお客様には、利用月の１３ヶ月前には抽選申込

制度のご案内をして、ホールの継続利用を図ります。 

予約のキャンセルが発生した場合は、ホームページ、ＳＮＳを活用して空き状況を随時発信しま

す。 

 

（エ）施設の特性を活かした公演などの提示 

   倉吉未来中心の館事業「未来つながるプロジェクト」で行う”まちづくり”や”ひとづくり”

の取組を通じて、倉吉未来中心に人を呼び込んで施設をＰＲするとともに、施設の特性を活かし

た公演や展示を提示することで、施設の利用促進に繋げます。 

 

ウ 利用率向上及び利用料収入の増加に向けた取組 
 

お客様がより高い満足度が得られるサービスを提供することにより、継続利用へと繋げ利用料収入の

増加を図ります。 

なお、利用率・利用者数の見込は、別紙（資料１）のとおりであり、利用料金の収入見込は、収支計

画書（様式３関係）に記載のとおりです。 

 

（ア）第3期指定管理期間までの継続する主なサービス 

 

予 約 申 込 

○優先予約による受付 

 ・文化芸術的事業のためにホールを利用する場合は、通常より早期に抽選による受付 

・公益性のある全国大会、地方ブロック単位の大会、文化芸術的催事で山陰地区大会以

上の催しを伴う鳥取県大会 

○ホール予約受付期間終了後、文化活動目的の楽屋のみ利用の受付 

○施設利用状況（空き状況）のネットによる公開 

割引プラン 

○大ホール１階席のみ利用割引 

○大ホール４月・５月平日割引 

 大ホールを４月・５月の金曜日を除く平日に利用する場合 

○大ホール直前割引（これまでの大ホール舞台のみ練習割引の名称変更） 

 大ホールを利用日の 2か月前を経過後に文化芸術活動目的で練習利用する場合 

 

（イ）利用変更の手続きをスマート化します。 

利用申込書提出後の利用変更は、利用料を支払った後でなければ利用変更手続きができません。 
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そのため、手続き完了までには日数がかかり、利用料が増額となる場合には２度の支払いが生じるな

ど、お客様にご不便をおかけしていましたが、令和元年度には、未納状態でも変更手続きが可能とな

りました。 

 

（ウ）利用辞退に伴うキャンセル料の負担を軽減します。 

利用を辞退する場合、現在の届出時期とキャンセル料ではお客様のリスクが高くなっておりま  

したが、令和元年度には、キャンセル料が安い届出時期を長くすることにより、お客様の負担を軽

減しました。 

施設 
現行  

施設 
改正 

辞退届出時期 キャンセル料  辞退届出時期 キャンセル料 

ホール 

６ヶ月前まで ３０％  

ホール 

３ヶ月前まで(変更点) ３０％ 

１ヶ月前まで ５０％  １ヶ月前まで ５０％ 

上記期間経過 １００％ 

 

上記期間経過 １００％ 

その他 

３ヶ月前まで ３０％  

その他 

１ヶ月前まで(変更点) ３０％ 

７日前まで ５０％  ７日前まで ５０％ 

上記期間経過 １００％  上記期間経過 １００％ 

 

（エ）セミナールーム等の営利目的利用申込受付期間を１年前に拡大します。 

セミナールーム、リハーサル室、アトリウムの利用申込受付は、一般利用は１年前から、営利目的

利用は６ヶ月前からとしておりました。 

令和元年度には、この利用申込受付の格差をなくし、より公平な利用サービスを行いました。 

 

（オ）小ホール平土間利用の申込受付期間を可動席利用の場合と同様にします。 

小ホール平土間利用は利用日当日でも申込可能としていましたが、ホールを安全に利用していただ

くための手続き等の準備期間が整わないため、令和元年度より可動席同様の７日前としました。また、

貸出形態を１時間単位から区分単位へ変更し、施設利用料金も可動席料金と同様の入場料区分毎の設

定としました。更に、平土間を営利・物品販売目的で利用する場合の施設利用料を新たに設定しまし

た。 

【料金設定】                          

 午前 午後 夜間 全日 

営利・物販目的 15,030円 30,060円 37,580円 75,160円 

 

（カ）施設利用者登録サービスを開始します。 

一部の利用者に限定していた窓口での利用申込書記載の簡素化を、令和元年度より全利用者へ拡大

し、利用者情報登録をしていただくことにより利用日時等の必要最低限の記載だけで申込ができるよ

うにしました。文化団体が減免を申請する場合についても、利用団体登録により手続きの簡素化を図

りました。 

 

（キ）利用者向けの新たな有料サービスの開始及び備品料金の改正を行います。 

令和元年度実施 

○利用の際に発生したゴミの有料回収サービスを始めました。 

 【料金設定】10袋あたり 2,000円 

○新設した備品の料金設定は次のとおりです。 

  【料金設定】・ホワイトボード追加 1台 150円 ※常設分は無料 

         ・拡声装置 1台 550円 ※大小ホール利用の場合は除く 
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  令和２年度予定 

  ○アトリウムで移動式音響反射板の設営サービスを始めます。 

   【料金設定】1回あたり 7,920円 

○ホールでのシャワー等の給湯利用の料金を設定します。 

【料金設定】給湯設備 1室 1,170円 

 

（ク）新たに施設利用備品を増設します。 

近年は映像を使った研修会や説明会等の催事が増加しており、プロジェクター利用の需要が高ま

っております。お客様のニーズに応えるため、需要の多いセミナールームへプロジェクター及びスク

リーンを常設し、共用の移動式プロジェクターも増設しました。 

設置場所 備品名 利用料 設置時期 

セミナールーム１ 
プロジェクター（天吊・常設） 有料 

平成 30年度 
スクリーン（壁掛・常設） 無料 

セミナールーム７ プロジェクター（天吊・常設） 有料 

各施設共用 プロジェクター（移動式） 有料 

セミナールーム２ スクリーン（壁掛・常設） 無料 
令和元年度 

各施設共用 プロジェクター（移動式） 有料 

 

（ケ）団体事務局サロン施設利用料は共益費（光熱水費・清掃代）込の料金設定とします。 

団体事務局サロンは、営利を目的としない鳥取県内の団体の活動拠点としてご利用いただいて 

おりますが、セミナールーム等の利用とは異なり、施設利用料とは別に光熱水費及び清掃代の実 

費を別途ご負担いただいておりました。令和元年度より光熱水費及び清掃代を共益費として料金設定

することにより、利用料金を明確化しました。 

【料金設定】団体事務局サロン共益費 １月１㎡につき 310円 

 

（コ）よくあるご利用パターンの利用料金を提示します。 

よくある利用形態と利用料金を冊子及びホームページで提示し、初めてのお客様でも安心してご利

用できる案内をします。 

 

（サ）利用申込受付時間を９時から２１時に変更します。 

閉館時間の２２時は、利用終了のお客様の鍵の返却、次回の利用申込、予約状況の照会等が重なり、

お客様をお待たせすることがあります。このため、令和元年度より利用申込受付時間を２１時までに

変更し、改善を図りました。 

令和２年度以降においては、ＷＥＢ受付導入を視野に入れながら、窓口での利用申込受付時間の変

更を検討します。 

 

（シ）各種申請書のリニューアルを行います。 

令和元年度より利用申込書のリニューアル及び新たに早朝開館申請書を作成し、利用申込手続きがよ

りスムーズに行えるようにしました。  
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（３）文化芸術や舞台技術に関する専門知識を有する職員による利用者や文化活動者等に

対する助言、支援並びに地域の文化活動者、愛好者のすそ野を広げるとともに文化

活動者らの知識や技術の一層の研鑽に資するための取組 
 

 

当財団では、職員のアートマネジメント力の向上と意識改革を目的にアートマネジメントの研修を

継続的に行っています。また、（公社）全国公立文化施設協会や（一財）地域創造等が主催する各種

研修会にも積極的に参加し、専門知識の習得を図っています。研修会に参加することによりスキルも

上がり、県外の公立文化施設職員との交流を通じて、人材のネットワークも広がってきました。 

このような研修や事業実施による実践的育成（OJT）の結果、優秀な人材が育ってきました。 

その成果を踏まえて、アートマネジメントや舞台技術のノウハウを中部地域の文化芸術団体や個人

の文化活動者に対し、助言と支援、研鑽に資する取組は次のとおりです。 

 

ア 支援体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和元年度取組】 

新たにイベント相談窓口の案内チラシを作成し、 

利用者等への周知と積極的な働きかけを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化事業課 

イベントトータル 

サポート 

イベント相談窓口 

施設利用者、文化芸術活動者、学生 

公共施設、教育機関、行政機関 

イベント成功へ 

舞台技術室 

学生の支援 

・プランづくり 

・予算の立て方 

・施設利用方法 

・運営方法 

・舞台づくり 

・広報支援 

 

施設利用課 

 

学生 

（教育機関） 

舞台技術講座 

舞台技術室 

舞台技術支援 
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イ 文化芸術に関する専門知識を有する職員による取組 

（ア）イベント相談窓口の設置 

気軽に企画制作の支援（相談、助言、指導等）ができる窓口を開設し、地域の個人や団体等が 

   行う催事等の企画立案・広報・運営に関する相談などに応じて、円滑な事業の実施を支援（無償） 

   します。 

【令和元年度実績】令和元年 12月末現在 

分 類 依頼内容 支援件数 

企 画 関 係 企画・運営方法の相談 1件 

舞台技術関係 照明・音響・演出、舞台設備等の相談 1件 

施設利用関係 施設の利用方法、運営方法の相談 1件 

   ※依頼内容により件数の重複あり 

 

（イ）文化芸術活動者に対する支援 

倉吉未来中心の館事業や財団の主催事業には、モチベーションの高い方が多く参加されます。 

この人材を将来鳥取県や中部地域の財産として育成し、県内での活動の場を広げていくため、 

職員が今まで培ってきたアートマネジメントのノウハウと専門技術を地域社会に還元し、支援を 

行います。 

■実践的育成による企画制作支援（助言、指導等） 

財団主催事業（育成・創造事業）や鳥取県総合芸術文化祭（とりアート）に参加する県民の皆

様とともに事業推進する過程において、アートマネジメントの概念や手法を伝播させ、地域の文

化芸術の活性化や交流の輪を引き続き広げます。 
    また、第１４回全国障がい者芸術・文化祭の成果を踏まえ、障がい者と健常者との共生を目的 

とした事業を拡充するとともに、その政策立案ができる人材育成にウェイトを置いた事業展開を

目指します。 
 

■アートマネジメント力向上に役立つ情報の提供 

    舞台芸術作品の制作には、企画立案・運営、経営（予算管理・経理事務） 、舞台技術に関する 
専門的業務の向上が不可欠です。助成金情報、企画立案、広報、契約、経理事務、リスクマネジ 
メント、障がい者との舞台制作、活動者・団体などの情報（図書、資料等）を提供します。 

 

ウ 舞台芸術に関する専門知識を有する職員による取組 

蓄積した舞台技術経験やノウハウを県内の文化芸術活動発展のため、文化芸術団体やアマチュ

ア活動者、施設利用者等はもとより、行政機関や文化施設などを対象に、技術資料の提供やアド

バイス・助言を行います。また、学校や教育機関とも連携しながら、技能や知識習得の機会を設

け、将来に繫がる人材の育成を図ります。 
【令和元年度実績】令和２年 1月末現在 

分 類 支援件数 

施設利用者への支援 0件 

教育機関・公共施設等への支援 2件 

文化団体、一般県民への支援 1件 

その他の支援 0件 

 
 

（ア）相談窓口 

舞台づくりに関する疑問や不明な点について、いつでも相談ができる窓口を運営事務所内に開 
設しており、施設利用時の技術的内容や地域の個人、団体等が行う催事の舞台づくりを経験豊富 
な舞台技術職員が支援（無償）します。 

 

（イ）利用者への積極的なサポート 

    施設のご利用に際しては、安全、安心は基より、円滑に催事を開催していただけるように、施 
   設の設備・機構を熟知した舞台技術職員が、プランづくり、助言、指導等積極的なサポートを行 
   います。 
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（ウ）文化芸術活動者に対する支援について 

    地域の文化芸術団体・アマチュア団体・公共団体等が会館以外（県内各地）で、文化芸術公演

や発表会を開催される場合には、日程調整の上、舞台技術（照明・音響など）・演出等に関する 
助言・指導等の技術支援を行います。 

 

（エ）県内文化施設及び教育、行政機関に対する支援 

    県内文化施設及び行政機関に対して、施設の建替え、設備改修、更新等の計画・立案をする際

に、舞台設備や専門機器の技術動向や運用・維持管理に関する情報の提供及び助言、提案等を行 
うことで、県内文化施設の運用・維持管理に有効な技術支援を行います。 

 

（オ）舞台技術講座 

    地域の高校演劇部等における、日頃の練習活動や自主公演開催のため、舞台に関する知識や技能

を持った裏方スタッフを内部的に養成・確保しておくことは、活動の幅を広げるとともに、後継者

の育成等には重要です。 
当財団では、知識・経験の少ない学生を対象とした舞台技術講座を開催し、舞台に関する基礎知 
識から舞台づくり、照明・音響機器の操作方法、道具製作、安全作業等について、実技を交えて指 
導を行い、次代を担う裏方スタッフの養成を図ります。 

 

エ その他の取組 

（ア）アートマネジメント関連図書の提供 

広く県民の皆様に、アートマネジメント能力の向上とレベルアップに役立ていただくとともに、 

県内文化の振興の一翼を担う文化施設職員のマネジメント能力向上のため、倉吉未来中心が保有 

するアートマネジメント関連図書の利用を積極的に促進します。 
 

■対象者    

県民 

県内文化施設職員及び文化振興財団職員 

 

■図書の種類 

・アートマネジメントに関する図書 

・舞台芸術ジャンル別専門書   

・舞台技術に関する専門書    

・その他文化芸術に関する図書  

 

 

 

【ジャンル別図書内容（一例）】 

○法律、文化政策・アートマネジメント、ボランティア、企業メセナ等 

○広報・マーケティング、アウトリーチ、ワークショップ、表現教育等 

○音楽、演劇、古典芸能等 

○舞台技術、その他芸術ジャンル等 

 

 

 

（イ）鳥取県総合芸術文化祭（とりアート）中部地区企画運営委員会事務局の運営と推進 

当財団では、平成２２年度から「とりアート（鳥取県総合芸術文化祭）」中部地区企画運営委員

会の事務局を担い、「県内の文化芸術活動の裾野拡大」「頂点の伸長」「人材育成」という目的達成

に向けて、県民の皆様とともに取り組んでいます。令和元年度以降においても、事務局運営を行い

ながら、財団職員が経験年数の少ないアートマネジャーや企画運営委員の後見役となり、アートマ

ネジメントの手法を伝播させて、地域の文化芸術の活性化や交流の輪を引き続き広げます。 

【アートマネジメント図書】 
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また、平成２６年度開催の第１４回全国障がい者芸術・文化祭の成果を踏まえ、障がい者と健常 

者との共生を目的とした事業を拡充するとともに、その政策立案ができる人材の育成にウェイトを 

置いた事業展開を目指します。 

 
 

（ウ）広報活動 

従来からのチラシ、ポスターやメディア広告に加え、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・ 

サービス）、ＷＥＢ、メールなども活用し、効率的で計画性のある広報活動を実施して新規顧客獲 

得を図り、愛好者の拡大に繋げます。 

また、平成２８年度からは、財団主催公演のチラシやポスターを貼っていただく協賛店舗、企業

を募る「鳥取県文化振興財団アートステーション」制度を立ち上げるとともに、コンビニ等でチケ

ットが購入できる販売システムを導入する等、広報手段の拡大を講じています。 

   【活用ＳＮＳ】令和２年１月末現在 

・鳥取県文化振興財団公式：Facebook 

    ・倉吉未来中心公式：Facebook、Instagram、Twitter 
 

（エ）鑑賞者開発 

チラシや広報誌、ＳＮＳ等において新しい切り口で事業を紹介します。また、学生を中心とした 

若年層や、高齢者が文化芸術を通して、社会と地域との繋がりを深めるようなプログラムなどを引 

き続き構築し、鑑賞者の開発を行います。 

また、中部地域においては、繋がりの弱い県西部地域や岡山県北部地域等と財団のネットワーク 

を強化することで、独自の販売促進経路の構築を図り、愛好者の拡大に力を入れています。 

加えて、今後も継続的に、文化芸術に興味のあるお客様の向こう側にいる潜在的な鑑賞者を掘り 

起こすため、販売促進活動に取り組みます。 

 

（オ）ユニバーサルサービス導入による愛好者のすそ野拡大 

障がい者だけではなく、高齢者や小さなお子さま連れのお客様等に対して、公演を快適に楽し

んでいただくために必要なサービスを導入し、愛好者のすそ野拡大に繋げます。 
 

［車イスの無料貸出、車イスの方や体の不自由な方の座席までのアテンド、託児サービス、 

チャイルドシート貸出など］ 
 

（カ）友の会会員 

現在、1,048名（令和 2年 1月 19日現在）の友の会会員は、文化芸術に対する愛好者であり、

財団を支えてくださっている「支援者」です。財団のサポーターである会員との関係性を深めて

いくことは組織的にも重要であり、会員の継続、増加に努めています。 
新規会員の入会を促すため、魅力的な事業を実施することはもとより、文化芸術への興味関心 

   を高める情報発信など、「将来の支援者(愛好者)を獲得する」という視点からアプローチします。 
 

（キ）サポーター（支援者）の拡大 

財団の使命を達成していくため、これまで項目ごとに分けて運営してきたボランティアや友の

会などをまとめて“サポーター（支援者・理解者）”と定義付け、その拡大を図ります。 
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鳥取県文化振興財団サポーター 

 

 

 

 

 

                   

                                 

  

 

 

               

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）施設において行う鑑賞公演に係る考え方 （選定方針、偏りのないジャンル構成、こ

れまでの実績を踏まえた今後に向けての改善策や新たな取組等） 
 

ア 基本的な考え方 
 

当財団では、中部地域の文化振興の拠点として、人と人との交流を促進して地域の活性化を図るた

め、倉吉未来中心において年齢や障がいの有無にかかわらず誰もが気軽に、そしてより深く文化に親

しめる事業や、文化活動者がより主体的に参加できる事業を推進すべく、倉吉未来中心に文化芸術事

業担当スタッフを配置し、継続して実施します。 

   倉吉未来中心で行う鑑賞事業については、中部地域における考え方及びポイントに基づき、県民に 

優れた舞台芸術作品を鑑賞する機会を提供するため、引き続き財団主催及びマスコミ等との共催による

鑑賞事業を開催します。開催にあたっては、倉吉未来中心を１７年間管理運営して培った地域や人との

ネットワークを活かし、より多くの方々が文化芸術に触れ、親しみ、参加できるように推進します。 
 

 

 

 

サポーター（財団支援者・理解者） 

ホールサポーター 
友の会 

プレミアム 

会員 

（有料会員） 

事業関係者（事業推進者） 

ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝ、宅配便、ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ、 

夢空間、未来つながるプロジェクト

などの企画運営及び出演者など 

県
民
文
化
会
館 

（
西
部
事
務
所
含
む
） 

※現在のサービス＋

魅力ある新サービス  

の提供＋会員限定 

企画の充実 

企業・個人 

事業への協賛・寄付等 

 
劇場を起点とした活動を 
とおして、人と人、そして 
劇場との交流を図り、県民 
とのコミュニケーションを 
促進していきます。 

 
［活動内容］ 
・施設周辺清掃活動やサポー
ター人材の特性に合わせ
た活動 
・館事業に係る運営スタッフ 

鳥取県文化振興財団 

インターネット・ 

チケットサービス 

利用者 

財団事業に関心のある方 
インターネットを利用して気軽に

財団事業のチケットを購入いただく

他、メールマガジン・DMのお届けを

希望される方には、随時新鮮な情報

をお届けするサービスで、アートへ

のアクセスをより身近にします。 

文化芸術事業実施団体 

特別共催事業実施 
（民間との共催） 

○報道機関（マスコミ）との共催 

・財団、報道機関の強みを活かした 

協働推進 

・双方のメリット 

・県民サービスの推進 

○芸術団体・文化芸術関連ＮＰＯ 

（一般団体）との共催 

・財団、芸術団体等の強みを活かした

協働推進 

・双方のメリット 

・優れた文化芸術の鑑賞機会の提供 

倉
吉
未
来
中
心 
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イ 鑑賞事業 
 

（ア）財団主催 
 

県民が良質の舞台芸術に触れ、感動し、豊かな心を育むことを目的に財団主催の鑑賞事業を実施 

します。 
 

 

〈中部地域における考え方〉 

倉吉未来中心の中部地域の文化芸術の拠点施設としての特徴や県民、周辺地域（１市４町）の 

ニーズを考慮し、中部地域の活性化や交流を促進する公演を実施します。 

  

 

（ポイント） 

・年間３公演を基本に、公演規模により増減を考慮します。 

・国内外の質の高い舞台公演を選定します。 

・音楽、演劇、古典芸能等、様々なジャンルの中から選定します。 

・ホールの特性、地域の現状・ニーズに配慮して選定します。 

・青少年が良質の舞台芸術に触れやすくするため、小・中学生、高校・大学生料金を低価格で 

設定します。 

・公演を鑑賞する機会の少ない県内の福祉施設等に入居する子どもたちなどを招待します。 

・県民や財団友の会会員の多様なニーズに応えるため、県民がいつでも提案でき、積極的に企 

画案を受け入れる体制を構築するとともに、選定方法を明確にして事業を決定します。 

・財源は、入場料収入のほか基金運用益及び各種助成金を活用します。 

・当財団が導入している業績評価制度を通して、各公演の事業プロセスや事業成果等について 

総合的な評価を行うとともに、成果・課題を抽出してその改善案を設定し、他の主催公演や 

次回当該ジャンルの公演に反映させます。 

 
 

（イ）特別共催 
 

県民が優れた文化芸術をより鑑賞しやすくするため、マスコミ、芸術団体・文化芸術関連ＮＰＯ等と 

共催で鑑賞事業を実施します。 

  

（ポイント） 

・財団のアートマネジメント等の専門的知識とマスコミの持つ情報発信力との協働により、県民

に多種多様な優れた舞台公演をより多く提供します。 

・芸術団体やＮＰＯなどと連携し、団体の自主的な活動の支援を行うことにより、県民の鑑賞の

機会増大を促進します。 
 

 

（５）地域との連携による文化芸術振興及び地域の賑わいを創出する取組等（周辺施設や

地域の事業者、各種団体と連携した文化芸術事業をはじめとする様々な取組、鳥取

県立美術館の建設を見すえた地域と連携した取組等） 
 

 ア 地域連携の考え方                                      
 

当財団は、倉吉未来中心を鳥取県中部における地域創生の中心拠点として、第３期指定管理期間より

「地域との連携・協働」に力を注ぎ、地域活性化事業（楽演祭プロジェクト）に取り組んできました。 

     引き続き、第４期も「地域との連携・協働」に重点を置き、持続的且つ発展的に取り組みますが、 

これを今一度整理・見直して、コンセプトを明確にしました。 

地域のこれからの活力ある“まちづくり”、心豊かな“ひとづくり”を目標に、『未来つながるプ

ロジェクト』と題して、地域に根ざした取組を推し進めます。 
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■地域に暮らす全ての人が日々充実して活力ある生活を送る、活気溢れる“まちづくり” 

  性別、年齢、障がい、国籍、経済状況等を問わず全ての人が生き生きと暮らせる地域社会の醸成、

世代間交流・家族間交流など人と人との交流促進、休日を中部地域で楽しめる場所づくり、地域の 

企業・団体・活動者の地域参画を促します。 

 

■地域の子どもたちが心豊かに明るく、前向きに生きることを目指す“ひとづくり” 

人口減少・人材不足・後継者不足・若者流出の解消、子どもたちを取り巻く環境整備、いかなる 

環境の子どもも同等に楽しめる機会を提供します。 

 

 イ 『未来つながるプロジェクト』のテーマ                             
 

『未来つながるプロジェクト』では、私たちの考える“まちづくり”と“ひとづくり”の目標を実現

するため、「未来でつながる、未来へつながる」をテーマに、施設の持つ特性と私たちの専門性を活か

した文化芸術事業の実施、地域の様々な活動者・団体等や県民文化会館及び文化振興財団が行う事業と

の連携を図りながら、より地域に根ざした取組を展開し、地域活性化を目指します。 

    

 

 

 

未来でつながる  未来へつながる 
活力ある地域社会と「まちづくり」のために 

倉吉未来中心を拠点とした 
地域コミュニティの活性化を図る 

 

将来の地域を担う心豊かな「ひとづくり」のために 
次世代育成とその環境整備を図る 

 

 ウ プロジェクトを推進するための５つの指針                          
 

①日常の生活に文化芸術を 

○ 年齢・性別・環境を問わず、文化芸術を気軽に楽しむことの出来る機会の提供・環境整備に 

取り組みます。 

○ 多様で質の高い舞台芸術の鑑賞機会を提供します。 

②地域の将来を担う子どもたちのために 

○ 子どもたちが文化芸術に親しむ環境づくりを、多世代・異業種の協力を得ながら行います。 

○ 豊かな人間形成の基盤となる子どもたちへの文化芸術体験を充実させます。 

③地域交流の促進、賑わい創出 

○ 複合施設の利点を活かし、誰もが気軽に集える「まちの広場」を目指します。 

○ 文化・観光施設や異業種と連携することで、共に相乗効果を得ながら賑わいの創出に取り組 

 みます。 

④地域資源の活用、地域文化の保護と伝承への支援 

○ 地域の伝統や芸術、生活に根付いた身近な文化に目を向け、郷土の素晴らしさを発信します。 

○ 舞台技術等専門職員としてのスキルを活かし、地域文化を守り伝える取組を支援します。 

⑤地域の多様で自主的な活動を支援 

○ 地域住民の文化芸術に対する意欲を応援し、生き甲斐づくり・仲間づくりを支えます。 

○ 文化芸術の専門職員として培ってきたノウハウを提供し、活動のレベルやスキルアップを支

援します。 
 

 

県民文化会館及び 

文化振興財団が行う 

文化芸術事業 
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 エ 具体的な取組とその内容                                  
 

【まちづくりの取組】 

（ア）鑑賞 

○文化振興財団主催事業、マスコミ等特別共催事業 

（イ）交流促進・賑わい創出 

○ステージ・ワークショップ 

誰もが気軽に楽しめる多様なジャンルのステージ発 

表やワークショップ広場を実施します。周辺地域のイ 

ベントに合わせ、地域活動者による活動体験フェスタ 

やテーマを設定したコンセプト企画などを織り交ぜて 

開催します。 

○アートギャラリー 

地域の活動者や子どもたちによる美術作品等の展示 

発表機会を提供します。 

○季節イベント企画 

季節に応じた館内インスタレーション等を行います。 

○倉吉未来中心サポーター 

      各人の特技等を活かした多様なメニューで施設運営 

    を支えるサポーターを募り、倉吉未来中心を拠点とし 

    た地域コミュニティづくりを推進します。 

（ウ）地域との協働制作 

 ○地域とのコラボレーション企画 

地域活動者との協働ステージ企画や地域文化・資源 

をテーマにした企画展示などを実施します。 

○倉吉パークスクエア連携企画 

合同での事業実施やそれぞれの特色を活かして事業 

    連携を図り、パークスクエアの賑わいを創出します。 

 

（エ）施設体験 

○施設見学 

   学校の校外学習や団体単位での施設見学を受け入れます。 

○ホールたんけんツアー 

    劇場専門機器の「操作体験」「席による見え方・聞こえ 

方の違い」など、親子で楽しみながらホールを身近に感じ 

ることができるツアーを行います。 

 

【ひとづくりの取組】 

（ア）次世代育成 

○県民文化会館主催事業 

若年層プロジェクト、鳥取県青少年郷土芸能の祭典、 

   とっとりの芸術宅配便、芸術鑑賞教室を実施します。 

○乳幼児～小学生向け企画 

   親子向け企画の「ハッピースマイルコンサート」を継続 

 実施し、子育て世代のニーズに応える多様な企画を提供し 

ます。 

 

 

 

【ハッピースマイルコンサート】 

【ホールたんけんツアー】 

【１市４町作品展】 

【和太鼓ネットワークとの連携・協働公演】 

【クリスマスイルミネーション＆コンサート】 
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○施設訪問企画 

   ホールなどで公演を鑑賞することが困難な子どもたちの 

 ために、福祉関係の団体や施設と連携して母子支援施設等 

への訪問コンサートを実施します。 
 

（イ）活動支援・普及 

  ○舞台技術講座 

     学校や教育機関と連携して学生（高校演劇部等）を対象 

   とした舞台技術講座を行い、スキルアップや舞台発表の充 

実を図ります。 

○舞台技術支援事業 

従来の舞台技術支援に加え、中部地域の郷土芸能団体及 

   び活動者とのネットワークを構築し、伝承のための取組を 

支援します。 

○イベント相談窓口 

   文化芸術、舞台技術の専門職員として、施設の利用者や 

 地域の活動者等に舞台づくりやアートマネジメント全般の 

ノウハウを伝え、地域を支える人づくりを行います。 

 

 オ 第４期指定管理期間 『未来つながるプロジェクト』実施計画                  

  （文化振興財団実施事業・県民文化会館実施事業を除く）                    
 

【令和元年度～令和2年度『未来つながるプロジェクト』実施計画】 

内   容 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

【まちづくりの取組】 交流促進・賑わい創出 ○ ○ ○ ○ ○ 

地域との協働制作  ○  ○  

施設見学・体験 ○ ○ ○ ○ ○ 

【ひとづくりの取組】 次世代育成 ○ ○ ○ ○ ○ 

活動支援・普及 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

カ 令和２年度の具体的な取組とその内容                               

 文化芸術が持つ無限の力や施設の特性を活かし、多くの活動者や団体との協働・連携の下、“まちづく

り”と“ひとづくり”を目的とした以下の事業に取り組みます。 

 

 ①複合型企画 

〔「みらい楽演祭」「ハッピースマイルコンサート」「ホール探検ツアー」「地域との協働制作」 

「みらいアートギャラリー」による複合型イベント〕 

 

［概要］子どもから大人まで幅広い世代を対象に、 

アートを中心とした複合型イベントを開 

催することで、賑わいの創出と人や地域 

の交流を促進します。実施にあたっては、 

地域の文化活動者や各種団体・機関、倉 

吉パークスクエア内各施設と連携・協働 

し、地域の特色を活かした企画とします。 

 

［内容］「アート体験ワークショップ」「ステージ 

イベント」「ホール体験」「作品展示」な 

どのアートを中心とした複合型イベント。 

【舞台技術講座】 

【コンサート後の楽器演奏体験】 

【複合型企画】（体験 EXPO） 
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  ■複合型企画に含む企画 

  「みらい楽演祭」 

地域の文化活動者等による、ステージパフォーマンスや 

アート体験ワークショップ。 

  「ハッピースマイルコンサート」 

地域の文化活動者やプロアーティストによる、乳幼児 

から楽しめる子ども向け公演。 

  「ホール探検ツアー」 

地域の子ども達を対象とした、ホールのバックステージ 

ツアー。 

  「地域との協働制作」 

様々な団体や機関、倉吉パークスクエア内各施設との連 

携・協働企画。 

  「みらいアートギャラリー」 

   ※別項目（③）にて 

 

②訪問コンサート（アウトリーチ） 

［概要］ホールなどでの舞台芸術鑑賞が困難で、 

文化芸術に触れる機会が少ない福祉施 

設等にアーティストを派遣し、文化芸 

術に親しむ機会を提供するとともに、 

企画を通じてアーティストとの交流を 

促進します。 

［内容］県出身・在住のアーティストによるコ 

    ンサート等。 

  

 

 

 

③みらいアートギャラリー 

［概要］美術作品の発表機会の提供と地域の優 

れた芸術性に触れる場として実施します。 

併せて、美術関係機関と連携した芸術 

・文化資源の紹介や若手作家・障がい 

者等による自由でボーダレスな作品展 

など多様な展示を行い、地域の美術に 

関する興味・関心を醸成します。 

［内容］絵画や写真などの美術作品の展示。 

 

④施設見学ツアー 

［概要］地域のシンボル的な建物であり、他の 

施設にはない大規模なホールや多数の 

セミナールームを有する倉吉未来中心 

を地域住民に身近に感じてもらうよう、 

学校や公民館などの団体を対象とした 

施設見学を募集します。 

［内容］館内（ホール、セミナールーム等）の 

見学や舞台機器の操作体験。 

【複合型企画】 

（ハッピースマイルコンサート） 

【訪問コンサート】（子ども食堂） 

【施設見学ツアー】 

【複合型企画】（体験 EXPO） 
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⑤舞台技術講座 

［概要］高校演劇等、舞台芸術に取り組む学生 

を対象に、舞台技術の基礎的な知識の 

習得を目的とした講座を開催し、舞台 

現場を支える人材の育成を図ります。 

［内容］「舞台」「音響」「照明」に関する基礎知 

識の習得講座と模擬本番。 

 

⑥舞台技術支援 

［概要］舞台技術の専門職員としての「知識」 

「技術」「情報」を、施設利用者や文化 

活動者、文化施設等に提供し、地域の 

文化振興の一端を担います。 

［内容］舞台機材の使用方法やメンテナンス、 

設備更新等への助言。 

 

⑦イベント相談窓口 

［概要］施設利用者や文化活動者向けに施設利 

    用・舞台づくり・アートマネジメント 

に関する相談窓口を設け、地域の文化 

芸術を支える人材への支援を行います。 

［内容］施設利用・舞台づくり・アートマネジ 

メントに関する助言・提案。 

 

⑧館内インスタレーション 

［概要］来館者参加型の季節にちなんだ館内装 

    飾を行い、施設の賑わいを創出します。 

［内容］七夕やクリスマスなど、季節にちなん 

    だ館内インスタレーション。 

 

⑨倉吉未来中心サポーター 

［概要］各人の特技等を活かした多様なメニュ 

ーで施設運営を支えるサポーターを募 

り、倉吉未来中心を拠点とした地域コ 

ミュニティづくりを推進します。 

[内容］「未来つながるプロジェクト」の運営や 

施設の環境活動など。 

 

⑩鳥取県文化振興財団主催事業（中部開催分） 

 ○鑑賞事業、創造・発信事業 

  地域に居ながらにして、上質な舞台芸術に触 

れることの出来る機会を提供します。 

 

○マスコミ・一般特別共催事業 

人的・経済的負担を最小限に留めることがで 

きる共催事業を実施することで、中部地域で 

の鑑賞機会の増加につなげます。 

 

【舞台技術講座】 

【館内インスタレーション】 

【財団主催事業（鑑賞事業）】 
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 キ 外部資金の活用                                        
 

『未来つながるプロジェクト』を推進していく上で安定的な財源の確保は必要であるため、地元 

企業などからの外部資金の活用も検討します。 
 

○企業、個人などによる事業協賛 

○企業などとのタイアップ 

○公的資金（助成金・補助金等）の獲得 
 

 ク 倉吉パークスクエア内各施設との連携                            
  

倉吉パークスクエアは、「人・もの・情報」の行き交う地域交流ゾーンとして設置され、倉吉未 

来中心、鳥取二十世紀梨記念館、鳥取県男女共同参画センターの県立３施設と、倉吉市の管理する 

倉吉交流プラザ（倉吉市立図書館）、倉吉市営温水プール、食彩館が一体となって複合施設を形成 

しています。 

   それぞれの施設の管理運営主体は異なるものの、利用者や来館者にとってすべての施設が“倉吉 

パークスクエア”であり、各施設の情報や状況が共有されてこそ、そこを訪れる人たちが快適で安 

全に利用することができるものと認識しています。 

   これら施設を運営する上で重要な、①来館者へのサービス、②施設設備の維持管理、③省エネル 

ギーへの取組、④事故・事件の防止や緊急時の対応、⑤各施設の催物等の状況について、情報を共 

有し、運営を推進する中でさまざまな連携を図っています。 

   平成３１年度以降も倉吉パークスクエア内各施設との連携を図り、施設が一体となった管理運営 
を行なって、中部地域の活性化と、より快適で安全な利用者・来館者へのサービスの提供を図りま 
す。 

 
【倉吉パークスクエア内各施設と連携して行う取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「倉吉パークスクエア連携企画」の

実施（事業の共催、連携） 

合同での事業実施やそれぞれの特色を活かして事業連携を図り、

パークスクエアの賑わいを創出します。 

「倉吉パークスクエア会議」の開催 
公立４施設の施設長と市営温水プール、食彩館の代表者による 

連絡会議を毎月開催し、情報や状況などの共有を図ります。 

防災訓練の実施 
火災や地震の際の避難誘導等に備えるための訓練を年２回合同 

で開催します。 

普通救命講習会の開催 
人工呼吸や自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の取扱等を習得する 

救命講習会を年１回開催します。 

研修の開催 
各施設の人権研修や安全衛生研修に相互参加し、職員の育成を 

図ります。 

広報協力 各施設の広報物、印刷物を協力し合って設置・配布します。 

美化活動 
パークスクエア各施設の参加による敷地内及び周辺歩道のごみ 

拾いを年２回実施します。 

除雪の実施 降雪時、出入口等の除雪をします。 

【倉吉パークスクエア サマーフェスティバル 2017】 
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 ケ 鳥取県立美術館の建設を見すえた地域と連携した取組                     
  

鳥取県立美術館が隣接地に建設されることから、美術館と倉吉未来中心並びにパークスクエアの 

施設との連携は、地域の活性化や交流促進にとって不可欠であると考えています。 

これまでの倉吉未来中心の管理運営において、当財団は様々な美術関連の事業にも取り組んでき 

ましたが、美術館の開館までに地域と連携した取組をさらに推進して環境を整え、この気運を地域

とともに盛り上げます。 
 

○  周辺施設等との連携をより活性化して、人や情報の流れをつくり、地域を繋ぎます。 

○  「県立美術館と共に歩む中部地区の集い協議会」の取組との連携を図ります。 

○  教育機関や美術関係の団体、施設などとの相互連携や事業協力を進めます。 

○  美術館のプレ事業において、共同開催や広報協力などの連携を図ります。 

○  『未来つながるプロジェクト』の「みらいアートギャラリー」において、子どもたちに作品 

を発表する機会を提供して創作意欲の向上を図り、美術に対する興味・関心を醸成します。 

また、アトリウムの情報コーナーを改修し、展示スペースを新設して展示機会を増やします。 

 

【これまでに未来中心が取り組んできた美術関連の取組／みらいアートギャラリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県立博物館連携 「巨大な鯉のぼりづくり」 

県立美術館と共に歩む中部地区の集い協議会 

「巨大モザイクアート」 

一般の活動者、学校の美術部などの発表の場として 

「とりたんのクリエーターたち展」 

障がい者アート（あいサポート・アート） 

の紹介の場として 「PICFA EXHIBITION」 

地域の魅力を紹介する場として 

中部写真展「鳴り石の浜」（琴浦町） 
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（６）より良い管理運営等のための体制づくりに係る考え方（検討組織の設置や自己評価

の手法など） 
 

 

ア 倉吉未来中心運営懇談会の設置 

倉吉未来中心のより良い管理運営を行うために、平成２６年度から倉吉未来中心運営懇談会を設

置し、年２回開催しています。地域の文化団体や活動者、福祉・医療、教育、観光・地域づくりの

関係者に委員を委嘱し、幅広い視点や経験に基づいて、館運営の今後の方向性や文化芸術事業に関

する助言・提言をいただいています。その中から地域のニーズや考えを踏まえ、倉吉未来中心の改

善や次年度事業に反映させて、地域と一体になった管理運営を実践しています。 

（令和元年度委員数：１０名） 
 
 

イ 自己評価手法 
     自己評価については、目標達成度や実施成果を確認して評価と改善を重ねるため、計画から実施、 
改善に至るＰＤＣＡサイクルを日常業務の中における適切なタイミングで実施します。      評価内容は、「顧客満足度」「施設利用率」「入場者数」といった定量的評価に加え、「事業満
足度」「お客様サービス」「施設維持」「組織運営」「環境改善」といった定性的な評価を行い、

より良い施設運営を目指します。 
   ≪ＰＤＣＡサイクル≫ 
 

①計画（Ｐｌａｎ）  →  ・施設運営、施設利用サービスに係る目標設定 

・環境改善項目、経費節減項目設定 

・地域の課題、ニーズに沿った事業立案（目的設定） 
   

②実行（Ｄｏ）      →   ・計画に沿った施設運営、事業実施等                                  ・利用者、活動者等サポート     
③評価（Ｃｈｅｃｋ）  →   ・利用者アンケート、ご意見箱、メール、電話等 

                  ・事業アンケート 
                 ・事業報告書（成果と課題、今後の方針・取組） 
                 ・ＴＥＡＳ（鳥取県版環境管理システム）活動記録 

≪各種会議≫                    ・倉吉未来中心運営懇談会                    ・倉吉未来中心安全衛生委員会                    ・ＴＥＡＳ（鳥取県版環境管理システム）委員会 
・（公財）鳥取県文化振興財団幹部経営会議 
・倉吉未来中心施設内会議 
・倉吉未来中心「未来つながるプロジェクト」チーム会議 
・倉吉パークスクエア会議    

④改善（Ａｃｔｉｏｎ）→    ・お客様、県民、地域のニーズ等の分析                          ・改善項目等の策定             

Plan Do

CheckAction
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２－２ 管理の基準                            
 

施設の管理にあたり、現在行っているサービスは常に見直しを図りながら公平・公正な施設運営を行

います。 

 
 

（１）開館時間の設定  
 

  開館時間は、現状どおり午前９時から午後１０時までとします。ただし、利用者の利便を図るため必 

要があると認めた場合は利用時間の繰り上げ及び延長をします。運用に当たっては利用の内容や日程な 

どを十分に確認した上で効率的な作業日程の提案を行うとともに、利用者の利便を最優先して対応しま

す。 

会館の各入口は８時３０分に開錠し、入館できる体制とします。 

  また、利用施設の貸し出し体制が整っている場合には、利用申込時間の１５分前から鍵をお渡しする 

サービスを継続します。 

 

（２）休館日の設定  
 

   施設を安全かつ適正に運営していく上で、定期的に全館を閉鎖して点検・保守・整備を行う必要があ 

ることから、休館日を以下のとおり設けます。 
 

ア 毎月 

第１、３、５月曜日（ただし、月曜日が国民の祝日等に当たる場合はその翌日の休日でない日） 
 

イ 年末年始 

毎年１２月２９日から翌１月３日まで 
 

ウ 臨時開館 

利用に当たっては、打合せの際に効率的な作業日程の提案を行いますが、次のような特別な事情 

がある場合は、臨機に対応し、臨時開館します。 
 

（ア）「全国大会などの大規模な事業」で、「任意に日を選べない」かつ「他施設で実施することがで 

きない」明白な理由がある場合。 
 

（イ）日程調整の結果、休館日に催事の準備、リハーサル、片付けを行わなければならない場合。 

 

（３）利用料金の設定  
 

利用料金については、利用者の要望や利用料収入とのバランスを踏まえ、各施設・設備ごとに設定 

 します。（施設利用料には、冷暖房料を含むものとします。） 

別冊「施設等利用料金表」のとおり 

 

（４）利用料金の減免の設定  
 

  減免を受ける場合は、減免申請書を提出していただくこととし、次に該当すると認められる場合に

は施設の利用料金を減免します。また、ホール閑散期の利用促進と県内の文化芸術活動を推進するた 

め、大ホールの割引プランを継続します。 

ただし、時間外（22:00～翌日9:00）利用料及び延長（12:00～13:00、17:00～18:00）利用料は減免 

対象としません。 

なお、学校減免については、他団体との公平性を期すため、設備利用料徴収について検討します。 

 

ア ホールを練習又は準備のために利用する場合 

  ホールを専ら練習又は準備のために利用する場合は、施設利用料をホールについては、平日の無

料区分の１／２に減額します。 
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イ 文化芸術団体が行う、広く地域住民を対象とした営利を目的としない文化芸術活動にホールを利

用する場合 

文化芸術団体が行う、広く地域住民を対象とした営利を目的としない文化芸術活動にホールを利

用する場合は、施設利用料を１／２（10円未満切捨て）に減額します。 

なお、文化芸術団体が専ら公演活動等の準備又は練習のために利用するときは、アで算出した料

金の１／２（10円未満切捨て）に減額します。その場合本番日から１ヶ月前までの期間に行う練習

等で、１回に限るものとします。 

 

文化芸術団体 

ａ 鳥取県文化団体連合会加盟団体又は各加盟団体の構成団体 

ｂ 鳥取県内で文化芸術活動歴があり、又は今後継続的な活動が見込まれる鳥取県

内に本拠を置く団体 

ｃ 文化芸術公演を行うため、行政及び文化芸術活動者で組織された鳥取県内の実

行委員会 

ｄ 定例的に文化芸術の鑑賞事業を行う、鳥取県内に本拠を置く団体 

文化芸術活動 

ａ 営利を目的としないこと 

（非営利であっても過大な収益のあるものは不可とする） 

ｂ 演奏会、公演、鑑賞会等名称、形態を問わないが、文化芸術の振興を目的とし

て、地域住民に対して幅広く参加、鑑賞の機会を提供するものであること 

ｃ 演奏会、公演、鑑賞会の直前（本番日に連続した日）に行う練習・リハーサル、

準備も対象とする 

 

ウ 文化活動に練習室・リハーサル室を利用する場合 

利用者の文化活動を支援するため、予約の入っていない施設を安価に利用していただけるよう、 

利用予定日の１月前を経過後に利用申込みがあった場合に限り、施設利用料を１／２（10円未満切

捨て）に減額します。 

 

エ 障がい者、要介護者、難病患者が利用される場合（営利目的の利用の場合を除く） 

  身体障害者手帳の交付を受けた者、療育手帳の交付を受けた者、精神障害者保健福祉手帳の交 

付を受けた者、特定医療費（指定難病）医療受給者証の交付を受けた者、障害福祉サービス受給 

者証の交付を受けた者、その他次の(ア)～(ウ)の基準に該当する心身に障がいを有する者、又は 

介護保険法の規定による要介護認定又は要支援認定を受けた者（以下「障がい者等」という。） 

の社会参加を促進する目的で利用するとき、かつその利用が営利目的でない場合は、【減免一覧】 

のとおり減免します。 

 

（ア）児童相談所長又は知的障害者更生相談所長が知的障がい者（児）として判定し、証明書を交 

付した者。 

 

（イ）児童相談所長が、児童福祉施設最低基準（昭和 23年厚生省令第 63号）第 48条第３号に定め

る自閉性を主たる症状とする児童であって、病院に収容することを要しないと認め、証明書を 

交付した者。 
 

（ウ）小学校長又は中学校長が、「教育上特別な取扱いを要する児童・生徒の教育措置について」

（昭和 53年 10月 6日付文初特第 309号文部省初等中等教育局長通達）の第 1の 8に規定する 

児童又は生徒として認め、証明書を交付した者。（知的障がい、病弱等に伴って情緒障がいを 

有する者） 
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オ 県内の学校等対象団体に属する児童、生徒又は学生が行う文化芸術に関する行事に利用する場合 

   県内の学校等対象団体に属する児童、生徒又は学生が行う文化芸術に関する行事に利用する場合

には、本番のほか本番日以外に行う準備・リハーサル（原則として本番前日から１か月前までの期

間に行うもので、１回に限る。）のために利用する施設及び設備に係る利用料を全額免除します。

（ただし、延長料金、及び時間外料金、当日の利用時間変更に伴う延長料金は除く。） 
 

対象団体 

ａ 小学校、中学校、高等学校、特別支援学校、大学、高等専門学校、幼稚園 

ｂ 専修学校 

ｃ 指定技能教育施設（技能教育を受けている生徒に限る。） 

     ○若葉学習会専修学校    ○あすなろ予備校 等 

ｄ 保育所 

ｅ 教育関係団体 

     ○中学校・高等学校文化連盟    ○私立幼稚園協会 

○書写書道教育研究会 等 

対象行事 

対象団体に属する幼児、児童、生徒又は学生が行う公演、学生等の作品の展示

等の文化芸術に関する行事で、次の用件をすべて満たすもの。 

ａ 対象団体が主催するもの 

ｂ 対象団体の代表者（学校長等）が利用の申込及び利用料金の減免申請を行う

もの 

ｃ 学年若しくは学科又は部活動の部単位以上の規模で行うもの 

ｄ 実費を超える額の入場料又はこれに類するものを徴収しないもの 

ｅ 鑑賞、視聴を目的とするものでないこと 

ｆ 幼児、児童、生徒又は学生が文化芸術活動を実践する（出演者、制作者等と

して参加する。）もの又は学校（大学を除く。）における部活動に関するもので、

次の（a）～（c）に該当するもの（対象行事に参加するための個人練習及び日々

の部活動を除く） 

(a)  合唱、吹奏楽、器楽・管弦楽、日本音楽、美術、工芸、写真、演劇、 

舞踊、マーチングバンド・バトントワリング、映画、放送、文学、弁論、 

新聞、文芸、郷土研究、講談、落語、浪曲、漫談、漫才等の芸術 

(b) 茶道、華道、書道等の生活文化及び囲碁、将棋等の国民娯楽 

(c) 神楽、雅楽、能楽、文楽、歌舞伎、吟詠剣詩舞等の伝統芸能 

 

【減免一覧】 

減免項目 減免対象施設 減免額 

ホールを専ら練習や準備のために利用する場合 

大ホール 

小ホール(平土間

で営利・物販目的での

利用は除く。） 

施設利用料平日最低料金の 

1/2免除 

県内の文化芸術団体が行う、広く地域住民を対象と

した営利を目的としない文化芸術活動にホールを利

用する場合 

大ホール 

小ホール 

施設利用料通常料金の 

1/2免除 

文化活動にリハーサル室、練習室を利用する場合（利

用日の１カ月前を経過してからの予約受付に限る。） 

リハーサル室 

練習室１・２ 

施設利用料通常料金の 

1/2免除 

障がい者、要介護者、難病患者

等の社会参加目的で利用する

場合 

障がい者及びその介

護者が利用者の1/2

未満のとき 
すべての施設 

施設利用料通常料金の 

1/2免除 

障がい者及びその介 施設利用料通常料金の 
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護者が利用者の1/2

以上のとき 

全額免除 

利用者が特定されな

い場合 

県内の学校等対象団体に属する児童、生徒又は学生が

行 

う文化芸術に関する行事に利用する場合 

全ての施設 
施設利用料及び設備利用料 

全額免除 

団体事務局サロンを利用する場合 団体事務局サロン 
施設利用料通常料金の 

1/3～2/3免除 

 

カ 割引プラン 

割引プラン名 割引対象内容 割引率 

大ホール１階席のみ利用 大ホールを１階席のみ利用 
施設利用料通常料金の 

本番料金を40％割引 

大ホール４月・５月平日割引 
大ホールを４月・５月の金曜日を除く平日 

に利用 

施設利用料通常料金の 

20％割引 

大ホール直前割引 

文化芸術活動目的に限り、大ホール利用日 

の２ヶ月前を経過後に大ホールの舞台上の 

みの練習利用 

施設利用料通常料金の 

75％割引 

 

 

（５）個人情報の保護への対応  
 

ア 管理体制及び規程の整備等 
 

財団では、保有する情報資産のセキュリティ対策を強化しており、ネット環境を含む情報のセキ

ュリティポリシーの明確化を図っています。 
鳥取県個人情報保護条例の趣旨に基づき、個人情報の適正な取扱いの確保のため、「個人情報保

護規程」及び「個人情報保護規程実施要領」を制定し、下記の管理体制を整備するとともに、特定

個人情報（マイナンバー）についても、「特定個人情報等の適正な取扱いに関する基本方針」及び

「特定個人情報取扱規程」を定め、その適正な取扱いの確保に努めています。 
また、外部からの不正アクセスの防御、情報漏洩等の防止等の統合的な対策として、ＵＴＭ機器

（ファイアウォール機能をベースに、アンチウィルス、不正侵入防御等の複数のセキュリティ機能 

が統合された機器）の設置、財団友の会会員情報の適正管理のための「友の会会員管理及びチケッ 

ト販売システム」の導入など、適宜改善を図りながら「情報管理ネットワーク」を構築しています。 

このほか施設利用者などの顧客情報をはじめ、さまざまな個人情報を保有していますが、情報保

護の重要性を認識し、継続的な研修会の開催をはじめとする職員のコンプライアンス意識の徹底、

啓発を推進し、適正な取り扱いに努めます。          
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個人情報保護管理者 
（財団常務理事） 

 
個人情報保護調整者 

（財団事務局長） 

 
倉吉未来中心部門責任者 
（倉吉未来中心館長） 

 
 

部等責任者 
（総務部長） 

 室等責任者 
（舞台技術室長）

 
 

取扱主任 
（指定者） 

 取扱主任 
（指定者） 

 

 

※管理体制 

１ 「倉吉未来中心部門責任者」は、倉吉未来中心における個人情報に関する事務を統括 

するとともに、個人情報の適切な取扱等に必要な措置を講ずる。 

２ 「部、室等責任者」は、部門責任者の命を受けて、当該部門責任者の事務を補佐する。 

      ３ 「取扱主任」は、当該部門における個人情報の管理の記録等事務を担当するとともに、 

四半期毎に情報内容のチェックを行い、各部門責任者に報告する。 
 

 

※苦情処理体制 

      １ 倉吉未来中心が管理する個人情報に対する苦情相談は、総務部長がこれに当たる。 
 

 

※決裁権限 

    １ 開示等請求への対応は、原則として館長の専決事項とする。ただし、非開示決定等請求 

どおりの対応を行わないときは、常務理事の専決事項とする。 

    ２ 苦情申出への対応は、原則として館長の専決事項とする。ただし、重要な案件について 

は、常務理事の専決事項とする。 

    ３ 取扱主任は、館長が指定する。 

    ４ その他の事務処理について、重要なものは常務理事の専決事項とし、軽微なものは館長 

の専決事項とする。 

 

 

イ 公表、閲覧体制 

個人情報保護規程、実施要領等については、財団ホームページに掲載し、広く県民に公表してお

り、開示請求などの具体的な手続方法も明確にしています。 
また、規程に基づき、財団又は倉吉未来中心が取り扱っている個人情報は「個人情報取扱事務登

録簿」として、閲覧の希望があれば対応できるよう事務所内に備え付けているところです。 
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（６）情報の公開への対応  
 

ア 情報開示及び閲覧体制 

当財団は、鳥取県情報公開条例の実施機関であり、その規定に基づく情報の開示請求等に対応す

る体制を整えています。 
また、公益財団法人として、計算書類等の関係法令に基づく書類を作成し、財団ホームページに

掲載するとともに、常時、事務所に備え置き、一般の閲覧に供する体制も整えており、継続して説

明責任を果たします。 

 
 

イ 施設・設備情報、利用手続等の公表 

倉吉未来中心ホームページに施設や設備に関する情 

報、利用手続の方法、料金表、申請書類の様式等を公

  表し施設概要や館内バリアフリー情報を充実させ、利

  用者にわかりやすい内容とします。 

また、「利用のご案内」という冊子にまとめ、希望

  されるお客様に配布します。冊子はホームページから

  もダウンロード可能です。 
    
 
 
 
 
 

ウ 施設管理等に関する利用者等の声の公表 

      従来から当館の施設管理等に対する県民、利用者の皆様のご意見は、電話・メール・アンケート・ 

ご意見箱等でお受けし、その都度改善できるものは改善しています。 

   なお、倉吉未来中心に寄せられた意見と、その対応状況については、倉吉未来中心ホームページと 

館内の掲示板で公表しています。 

 

 

 

  

【利用のご案内（令和元年度ﾘﾆｭｰｱﾙ）】 

【ご意見箱／運営事務室前設置】 【ご利用者様の声／館内掲示】 
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２－３ 施設設備の維持管理業務について                  
 

（１）利用者の快適で安全な利用及び施設設備の長期安定使用のための維持管理の考え方

・対応 
   

倉吉未来中心には、消防用設備、昇降機設備といった利用者の皆様の身体・生命・財産の安全に関 

わるものばかりでなく、舞台機構・照明・音響設備など、大規模な設備から比較的小規模な設備に至 

るまで、多種多様な設備が数多くあります。 

このため、施設設備の適切な維持管理は施設の管理者の重要な使命と考えており、次の点に留意し

ながら適切な維持管理を行います。 

 

ア 職員の危機管理意識の徹底 

全職員が施設設備の不具合が大事故や火災等の発生など重大な事態につながりかねないとの認識

を持ち、些細な異常も見過ごさない姿勢を保持するため、 「安全衛生委員会」を組織しており、こ 

れを主体として、毎月１回の自主点検のほか、危機管理意識の醸成のため各種研修への積極的参加

を図り、事故等の未然防止と危機管理意識の徹底を図っています。 

 

イ 適切な保守点検の実施 

   設備の老朽化、機能水準の維持状況等の点検を行うためには、関係法令の遵守と高度な技術と専 

門性を持った専門業者による保守点検が必要不可欠であり、外部委託により適切・適法な保守点検 

を実施します。 

 

ウ 利用者への適切な使用方法の案内 

施設設備の長期安定使用のためには、実際に使用される利用者の協力も不可欠です。従って、 

事前の打合せや準備の際に、使用方法、機能、材質などその適切な使用のための必要な説明を十分 

に行い、イベントの準備、開催中のトラブルがないよう利用者の皆様にご理解、ご協力を求めます。 

 

エ 効果的・効率的な改修・修繕の検討・実施 

施設・設備の維持管理は、保守点検結果等による維持管理に係る情報に基づき、事後保全だけで 

なく、事前保全、予防保全の観点から行っており、建築設備（消防設備、電気設備、昇降機設備

等）、舞台機構設備などの運用面（継続的な稼働）及びコスト削減並びに長寿命化を図っています。

保守点検等により明らかとなった不具合については、利用者の皆様への影響度、緊急性、費用対効 
果など様々な視点で、最も効果的、効率的な対策を検討し、軽微なものについては施設管理者にお 
いて速やかに修繕を行います。 

また、倉吉未来中心は平成１３年４月の開館から１８年目を迎えており、施設・設備の経年劣化

による進行状況を把握しながら、平成２２年度に鳥取県との連携により策定（平成２８年度再編）

した長期修繕計画を基に、中・長期視点での施設・設備の修繕計画を立て、その都度、改修や更新

など必要な措置を講じます。 

 

 

（２）施設設備の保守点検、清掃、保安警備等の業務遂行にあたっての基本的な考え方  
 

ア 施設設備の保守点検等 

開館から１７年余が経過し、施設設備の経年劣化に伴う不具合が増加しつつあるなど、適切な維

持管理を行う上で、今後、更に保守点検の重要性はますます高まっていくものと認識しています。 

このような認識の下、具体的には次に掲げる観点に沿って業務を遂行します。 
 

（ア）専門業者への外部委託 

各設備を適法に維持管理していくためには、関係法令の遵守と高度な技術と専門性が必要であ

り、それぞれの設備分野において、専門的知識・技能を有する専門業者への委託により保守点検

を実施します。   
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（イ）適切な保守点検内容の設定 

倉吉未来中心に設置されている設備には、消防法、ビル管理法、建築基準法など各種の法令等

で点検回数や点検方法（内容）が定まっているものも多くあります。それ以外についても国土交

通省営繕部監修の「建築保全業務積算基準」及び「建築保全業務共通仕様書」等に基づき、適切

な維持管理水準が保持できるよう、点検回数や点検方法（内容）を定めております。 
また、これまでの保守点検の実績や経験、受託業者からの提案などにより、より効果的・効率

的な実施に向けて、仕様書の見直しを行い、一部業務を除いて複数年契約を締結しています。 

平成３１年度からの５年間は、同様に効果的・効率的な実施に向けて、長期的、安定的に適切 

な業者を選定し、５ヵ年契約を締結して保守点検を行います。 
 

（ウ）受託業者への適切指導 

a 保守点検を含めた維持管理業務を安定的かつ適切に運用していくためには、当該業務に従事 
する倉吉未来中心職員と受託業者間の意思疎通が重要であり、職員の建築物環境衛生管理技術 
者等の資格取得を進めるなど、業務に対する取組姿勢や価値観の共有化を図るため、随時打合 
せや協議・指導を重ねます。 

 

b 受託業者には常に提案型思考の取組対応を求め、日々の業務遂行の積み重ねの中から得た経

験や技術革新に係る情報提供等により、最新の点検方法や点検機器の導入など、全体の技術レ

ベルの嵩上げと遂行能力の向上を図り、ひいては当該業務の効果的・効率的な遂行を目指しま

す。 
 

（エ）利用への影響を最小限に 

 各設備の保守点検時には、多くの場合、施設利用を止めることとなります。このため保守点検 
は、基本的に休館日に実施することとし、複数日に及ぶ場合も休館日を含めるなど効率的に実施 
し、その影響が最小限となるよう受託業者と調整しながらサービス水準の維持を図ります。  

イ 清掃業務 

基本的な考えは、保守点検業務と共通する部分も多くありますが、特に清掃業務については、 

利用者の皆様が直接目に触れ、倉吉未来中心に対するイメージを形成する部分を担っており、建 

物の美観を維持し、建材の劣化を防ぎ、清潔で快適な室内空間を提供することは、県民そして地 

域の皆様に愛される施設とするためにも、非常に重要な業務です。 

このような認識の下、当該業務についても専門的な知識・技能を有する専門業者への委託によ

り、業務を遂行しますが、大規模施設であり場所によっては利用頻度も大きく異なることから、 

必要に応じて日常清掃、定期清掃、特別清掃等に振り分けて実施します。 

また、上記の通常清掃に加え、環境改善計画（ＴＥＡＳⅡ種）の取組の一環として、施設周辺 

の落ち葉、ゴミ、雑草の除去等を目的とした職員による敷地内美化活動（月１回程度）を実施し 

ます。 
 

ウ 警備業務 

警備業務は、利用者の皆様の身体・生命・財産の安全確保と館内に存置されている県有財産等 

の盗難、滅失防止等、非常に重要な業務です。 

当該業務についても、次の内容により専門的知識・技能を有し、かつ警備機器を取り扱ってい 

  る専門業者への委託により、業務を遂行しますが、次の点に配慮して委託を行います。 
 

（ア）開館時と休館（閉館）時の警備体制 

警備業務を効率的に遂行するため、開館日は警備員（１名）による「常駐警備」を 7:30～ 

22:30の間で行うとともに、休館日においても「常駐警備」を 7:30～18:00の間行います。 

また、常駐警備時間以外（18:00又は 22:30～翌日 7:30）と年末・年始における休館日につ 

いては、倉吉未来中心設置の警報機器と受託業者の監視センサーによる「機械警備」により対 

応します。 
 

（イ）警備内容 

a 「常駐警備」にあっては、出入口の管理、不審な入館者の発見時の対応、閉館時間におけ 

る火気の確認、戸締り、居残り者の有無確認、館内・駐車場巡回、駐車場の開錠・施錠・整 

理等を主な内容とします。 
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b 「機械警備」にあっては、館内のガス警報、設備警報、火災警報、防犯警報を受託業者の 

監視センターの警報受信装置において監視し、異常感知時には受託業者の緊急要員が現場に 

急行の上、状況を確認し、事態の拡大防止を行うとともに、消防署、警察署、緊急連絡者へ 

の通報等を行うことを主な内容とします。 

 

エ 庭園維持管理 

倉吉未来中心の敷地内における立木等を常に良好な状態に保つため、高・中・低木剪定、樹木 

施肥、病害虫の発生防止等を専門的な知識・技能を有する専門業者への委託により実施します。 

また、全国的に樹木の倒木等による事故の発生が伝えられていますが、受託業者と連携して類似

事故の発生の防止に努めます。 

なお、敷地内の除草作業の一部は、障がい者就労施設及びシルバー人材センター等への委託に 

より実施します。 

 

オ 駐車場管理業務 

（ア）警備員、職員による駐車場内巡回を行い、駐車中の盗難事故等の防止に努め、適切な駐車場 

管理を行います。 

また、駐車場での事故、周辺道路の渋滞等を起こさないようにするため、ホール利用者等と 

十分な打合せを行い、誘導員の配置等を促します。 

 

（イ）冬季における積雪時には、除雪を行う必要がありますが、駐車場の除雪については、対象面積

が広いため、除雪機械を有する専門業者への委託により実施します。 

また、正面玄関付近の歩道等については、適宜、小型除雪機、職員の人力による除雪作業を 

倉吉パークスクエア内の施設と連携して実施し、歩行通路の確保に努めます。 
 

（３）維持管理業務に係る経費積算の考え方  
 

維持管理業務に係る設計金額については、従来から県の営繕担当部局の指導を受けながら、適正な 

歩掛りや単価の設定に努めてきたところです。 

各業務の歩掛りや直接物品費、業務管理費及び一般管理費といった諸経費率の設定は、国土交通省 

営繕部監修の「建築保全業務積算基準」を基本としています。当該基準に該当する歩掛り等が無い業

務については、鳥取県の「労務単価表」や市販の「建設物価」の単価の採用のほか、必要に応じて市

場単価の調査、専門業者から徴取した見積価格に歩掛りを勘案した単価を設定します。 

このような考え方を基本として設計金額の積算を行っていきますが、受託業者の業務実態を定期的 

に調査し、必要人員数、個別単価などが、過剰或いは不足とならないよう経費縮減とともに適正な積

算に努めます。 

また、当財団が倉吉未来中心と県民文化会館の管理運営を一体的に行うことにより、各種維持管理 

業務の同一業務について、会館との一括発注が可能となり、両館の経費縮減及び規格統一化された業

務管理の運用を図ります。 

 

（４）外部委託する業務内容とその考え方   
各業務の再委託にあたっては、鳥取県産業振興条例（平成 23年鳥取県条例第 68号）の趣旨を踏ま 
え、設備の規模などにより対応可能な県内業者が無いなど、やむを得ず県外業者へ発注する必要があ 
る場合を除き、県内需要の拡大、県内業者の活用に努めることを基本とします。 
 

ア 施設設備の保守点検、清掃、保安警備等 

各設備の適切な維持管理のための特殊な技術と専門性が必要な業務及び自主で実施するより効率 

的かつ効果的な業務については、それぞれの設備分野において専門的知識・技能を有する専門業者へ

の委託により保守点検を実施します。清掃、警備、庭園管理、除雪の各業務においても、専門的な技

術、特殊機器等が必要であり、同様に専門業者への委託により実施します。 
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 イ 電力の調達 

   電力の調達に当たっては、県内事業者への発注機会の増大の観点と、予定価格が１６０万円超で 

あることから、県内の一般電気事業者及び特定規模電気事業者を対象とした制限付き一般競争入札 

の方法により事業者を決定し契約を締結します。 
 

ウ その他の業務 

上記の他、以下の業務についても必要に応じて外部委託を実施します。 

   ・施設設備の営繕・修繕・管理に関する業務 

   ・管理運営事務の遂行に関する業務 

   ・文化芸術事業の実施に関する業務 

 

（５）委託先選定方法  
 

各業務の再委託にあたっては、鳥取県産業振興条例（平成 23年鳥取県条例第 68号）の趣旨を踏ま

え、県内需要の拡大、県内業者の活用に努めることを基本とします。なお、やむを得ず県外業者へ発

注する必要があるときは、あらかじめ県に協議することとします。 
 

ア 選定方針 

各設備の特性や業務内容に応じて次のような必要条件を吟味し、適格な業者への発注に努めます。 
 

（ア）不具合発生等緊急時に迅速な対応が行えること。 
 

（イ）不具合発生時に緊急修繕等が行えるよう、単なる点検技能だけでなく修繕・部品調達能力も兼ね

備えていること。 
 

（ウ）倉吉未来中心の設備規模に見合った保守点検が安定的に行える組織・人員体制を備えていること。 
 

（エ）有資格者が求められる保守点検においては、倉吉未来中心の設備規模に見合った保守点検が安定

的に行える有資格者を保持していること。 
 

イ 選定方法 

当財団は県出資の公益財団法人であるため、外部委託する際の発注・選定方法は、鳥取県会計規則 

  などの県の規程に沿って行っています。従って、原則競争入札により選定していますが、少額なもの 

や特殊な設備で施工業者しか保守できないものについては、県と同様、例外的に随意契約により行い 

ます。 

 

（６）委託、工事請負の発注予定  
 

ア 発注予定 

番号 内容（業務名） 期間 
金額 

（概算） 
発注先 

選定 

方法 

県外事業者へ発注する必要がある

理由 

１ 自家用電気工作物保守点検業務    ５年 872千円 県外 随意契約 

県内に対応可能な業者がないため 
（全館停電日１日で作業を完了さ

せるための人員が必要） 

２ 
消防用設備保守点検業務（消防用設備、

非常用予備発電設備を一括発注）   ５年 1,335千円 県内 指名競争  

３ 冷温水発生機設備保守点検業務    ※ ５年 2,348千円 県内 指名競争  

４ 
運転監視業務（運転監視、空調設備、 
自動制御設備を一括発注）         ５年 12,605千円 県内 

制限付 

一般競争 
 

５ 昇降機設備保守点検業務          ※ ５年 3,263千円 県内 随意契約  

６ 自動扉・排煙設備保守点検業務     ５年 997千円 県内 指名競争  

７ 情報・通信設備保守点検業務       単年 266千円 県内 随意契約  

８ 
建築物環境衛生管理業務（建築物環境衛

生管理、ばい煙濃度測定分析、雑排水・

汚水管洗浄を一括発注）           ５年 747千円 県内 指名競争  

９ 電話交換機設備保守点検業務       ５年 149千円 県内 随意契約  
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１０ 清掃業務                         ５年 18,857千円 県内 
制限付 

一般競争 
 

１１ 常駐警備業務                     ５年 4,626千円 県内 指名競争  

１２ 機械警備業務                     ５年 1,905千円 県内 指名競争  
１３ 修景施設管理業務                 ５年 2,404千円 県内 指名競争  
１４ 

館内ネットワークソフトウェア保守管

理業務 
５年 292千円 県内 随意契約  

１５ 舞台機構設備保守点検業務 ５年 6,109千円 県外 随意契約 県内に対応可能な業者がないため 

１６ 舞台音響設備保守点検業務 ５年 4,356千円 県外 指名競争 県内に対応可能な業者がないため 

１７ 舞台照明設備保守点検業務 ５年 1,694千円 県外 指名競争 県内に対応可能な業者がないため 

１８ 
ピアノ（ベーゼンドルファー）保守点検

業務                            ※ 
５年 149千円 県外 随意契約 県内に対応可能な業者がないため 

１９ ピアノ（スタインウェイ）保守点検業務 ５年 110千円 県内 随意契約  

２０ ピアノ（ヤマハ）保守点検業務 ５年 450千円 県内 指名競争  

２１ 移動観覧席保守点検業務 単年 432千円 県外 随意契約 県内に対応可能な業者がないため 

２２ 駐車場除雪業務                   単年 543千円 県内 随意契約  

２３ 携帯用無線機保守点検業務 単年 
(隔年) 

55千円 県内 随意契約  

２４ 
舞台技術委託業務 

（舞台、音響、照明） 
単年 455千円 県内 随意契約  

２５ 建築基準法（建築物）点検業務 単年 
(3年毎) 

535千円 県内 随意契約  

２６ 建築基準法（設備）点検業務 単年 602千円 県内 随意契約  

２７ 
「未来つながるプロジェクト」業務委

託関係 

必要

期間 
500千円 県内外 随意契約 

業務内容の性質から県内に契約権

利、技術等を持つ者がいない場合  
概算金額は単年度換算した金額を記載 

○  ※印は県民文化会館と一括発注することにより効率的かつ経費の削減を図ります。 

○  №1～13、22の業務については、鳥取県立鳥取二十世紀梨記念館、鳥取県男女共同参画センター及びと

っとり出会いサポートセンターを含めた一括発注をします。 

 

イ 障がい者就労施設就労施設及びシルバー人材センター等への委託の発注予定 

番号 内容（業務名） 期間 
金額 

（概算） 
発注先 

選定 

方法 

県外事業者へ発注する必要がある

理由 

１ 敷地内除草業務 単年 132千円 県内 随意契約  

 

 

（７）省エネルギー・省資源への取組  
 

 

省エネルギー・省資源を実行するため、「環境管理マニュアル」 

を策定し、鳥取県版環境管理システム（ＴＥＡＳⅡ）の認証登録が 

されています。この活動を中心としながら、省エネルギー・省資源 

のＰ・Ｄ・Ｃ・Ａサイクルを基本に、職員自らの環境意識の向上、 

実行とともに、来館者の皆様のご理解、ご協力も得ながら取り組み 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【館内照明ライトダウン】 



36 
 

【主な取組】 

ア 電力デマンド（最大需要電力）の制御による最大電力の抑制 

○ 電力デマンドは、夏季に全館を利用するようなイベント集中時で最大となります。空調設備は、 

催事内容を把握したうえで、利用者への空気環境を十分維持しながら、予冷・予熱を上手く活用 

し、省エネルギーに繋げます。 

イ 施設利用者及び来館者の環境意識啓発を行います。 

○ 利用施設における冷暖房温度調整 

  ○ 節水の協力（流水擬音装置の設置） 

  ○ シェアスポットとしてのオープンスペース利用 

  ○ 駐車場内のアイドリングストップ啓発看板設置 

ウ 敷地周辺の清掃を通じた環境啓発活動を行います。 
 

○ 毎月１回、敷地周辺の清掃活動 

  ○ 年２回、倉吉パークスクエア内施設への清掃参加を 

呼びかけ 

  ○ 地域の環境推進活動として、県が主催する「全国道 

の日」一斉美化活動に参加 

 

 

 

エ 電力使用量削減による CO２排出量削減目標を設定し、温室効果ガスの削減に取り組みます。 
 

○ 施設利用の拡大による１人あたりの CO２排出抑制 

○ 環境省および鳥取県が推進する「ライトダウンキャン 

ペーン」へ参加するとともに、キャンペーンに連動した 

館事業を通じて広く県民に呼びかけ 

○ 自動販売機コーナーへ自動センサー照明 

○ 照明器具のＬＥＤ化 

○ コピー機等の節電モード設定、退館時のパソコンの 

コンセント抜き 

○ 自動販売機設置基準として、省エネ機能（ヒートポ 

ンプ式、ＬＥＤ照明等）を設定 

○ 照明の一部消灯、夜間利用のないエリアの部分消灯 

 

オ 廃棄物の排出量を抑制し、リサイクル・リユースの取組を行います。 

○ シュレッダーくずを希望者へ提供し、資源を有効活用（牛舎の敷料等） 

○ ペットボトルキャップを回収し、再資源化 

○ 詰替商品、リサイクル商品を優先して購入 

カ 職員の環境意識の向上のため、環境研修を実施します。 

○ 年１回、全職員を対象に実施 

 

 

 

  【倉吉パークスクエア清掃活動】 

【「地球温暖化対策のため 

  の国民運動」ロゴマーク】 
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２－４ 事故・事件の防止措置と緊急時の対応等               
 

倉吉未来中心では、火災・自然災害・事故・事件等が発生した 

場合を想定して、利用者・来館者の安全を最優先に確保する為の 

様々な手段・対策を実践してきました。令和元年度以降の管理 

運営についても、これまでの手段・対策をベースにしながらより 

高い安全と予防を図ります。 

 

 

 

 

（１）火災・盗難・災害などの事故・事件の防止（防災）対策  
  

ア 『消防計画』の作成 

倉吉未来中心における火災、地震その他の災害の予防及び人命の安全並びに被害の拡大防止を図 

るため、館の防火管理に関して必要な事項を定めた『消防計画』（法令による）を作成しています。 

    『消防計画』の作成・提出を通して、法令順守はもとより、職員の役割分担を明確化するととも 

に、危機管理意識の徹底を図ります。 

    ※防火管理者 →１名配置。その他、防火管理者講習修了者６名を配置しています。 

 

イ 消防・防災訓練の実施 

   『消防計画』に基づき、避難誘導、初期消火、館内放送等の消防・防災訓練を年２回（半期毎） 

実施します。この訓練は、鳥取二十世紀梨記念館、男女共同参画センターと共同で行い、倉吉未来 

中心全体での消防・防災対策を担っています。また、消防署、関係機関等との共同による救助訓練 

・地震訓練（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）、地震避難訓練等も実施し、より安全な消防・防災体制の構築を目 

指します。 

 また、令和元年度に鳥取県より配備された吸水性土嚢の取り扱い方法及び設置場所の確認を全職

員が行いました。 

 

ウ 保安設備等の維持管理 

（ア）保安設備（火災報知設備、避難誘導設備、消火設備、非常用発電装置等）の維持管理について

は、法令で定められた専門業者による点検はもとより、職員による自主点検(毎月)や警備員に 

よる館内巡視を行うことで適正な維持管理を行います。 
 

（イ）建物設備、舞台設備等の維持管理については、専門業者による定期的な保守点検はもとより、

職員による自主点検(毎月)を実施することで適正な維持管理を行います。 
  

（ウ）安全衛生委員会による安全パトロール等で抽出された危険個所に対して、適切な処置を行う 

ことで事故等の予防に努めます。 
 

※安全衛生委員会：６名で構成し、安全衛生推進員(講習修了者)１名を配置しています。 
 

倉吉未来中心安全衛生委員会委員構成 
 

役  職 
備  考  
（令和元年度） 

委 員 長 総務部長 

副委員長 文化事業課長 

委 員 施設利用課主査（安全衛生推進員）

委 員 舞台技術室主査 

委 員 施設管理室主査 

委 員 総務課主査 

 

 

 

 

【消防訓練】 

【安全パトロール】 
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エ 利用者への注意喚起 

催事前の打合せ時、ホール利用者に『避難経路図』を配布するとともに、火災・災害時の対応等 

を説明し、防災意識の啓発を行っています。また、各利用施設の要所にも『避難経路図』を掲示し、

利用者等の安全と非常時に備えています。 

 

オ 全館禁煙の措置 

健康増進法を受け館内禁煙としています。平成２０年４月から、鳥取県の「健康づくり応援施設

（禁煙認定施設）」となっており、県民の皆様を受動喫煙による健康被害はもとより、火災による 

被害から守るため、安全快適な環境を引き続き維持します。 

 また、令和２年４月に完全施行される改正健康増進法に準じた受動喫煙防止策を検討している段

階です。 

 

カ 『鳥取県立倉吉未来中心 危機管理マニュアル』の徹底 

館内で火災や事件・事故等が発生したときに、利用者・来館者の安全を最優先に対応するため 

に、総合的かつ体系的な『鳥取県立倉吉未来中心危機管理マニュアル』を作成し、これが職員の 

行動指針となり、一定の対応ができる体制を整えています。 

また、各職員への意識付けや浸透を図り、他で発生した事象を常日頃から当事者として危機意 

識を感じさせるため、新聞紙上等での様々な事象発生の都度、朝礼・終礼で周知徹底するなど機 

会を捉えて注意喚起、意識高揚に努めているところです。 

訓練の繰り返しによる体得と併せて、一つの行動指針であるマニュアルの可能な限りの簡素化 

や一体化、必要事項だけの網羅などといった精査や、訓練等を通じた実効性の検証を継続して行 

い、危機意識の維持に努めます。 

 

（ア）『火災、地震、不審物、差別落書等対応マニュアル』の徹底 

    地震、火災、事故、事件等が発生したとき、全職員が利用者・来館者の安全を最優先に対応 

できるよう、『火災、地震、不審物、差別落書等対応マニュアル』を作成しています。 

なお、トイレ等で差別落書を発見した場合、現場保存の措置や関係部署への連絡等の対応が 

速やかにとれるよう『対応手順』を作成し、その対応に備えています。 

鳥取県中部地震での対応を踏まえて、対応マニュアルを見直すなど、さらなる対応能力の向 

上に努めています。 

 

（イ）『嘔吐物処理マニュアル』の徹底 

嘔吐物に含まれている可能性のあるノロウィルスの感染性胃腸炎の二次感染を防止するため、 

『嘔吐物処理マニュアル』を作成していますが、全職員が利用者・来館者の安全を最優先に対 

応できるようさらに徹底します。 

 

（ウ）『感染症対応マニュアル』の徹底  

新型インフルエンザ等の感染症の流行、または拡大の恐れがある場合、利用者・来館者への 

感染防止とともに、職員への感染予防による運営体制の維持を図るため、『感染症対応マニュ 

アル』を作成し、その対応に備えています。 

 

 （エ）『不当行為対応マニュアル』の徹底  

不当要求行為（不当な手段、不適正な行為、対応困難な行為）により、利益などを得よう 

とする者及び来館者に迷惑をかける者を排除するため、『不当要求行為マニュアル』を作成 

し、その対応の心得等を徹底しています。 

 

（オ）「熱中症対応マニュアル」の徹底  

利用者・来館者に熱中症の症状がみられた場合、直ちに適切な処置を行い、熱中症発症者の 

生命及び身体を守るため、全職員が迅速に対応できるよう、新たに『熱中症対応マニュアル』 
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を作成し対応に備えています。 

 

（カ）「防犯カメラ管理・運用」の徹底 

   令和元年度に館内各所に設置された監視カメラ（記録有）を活用し、犯罪の未然防止に努めるとと

もに、利用者の安全確保にあわせプライバシー保護の観点から「鳥取県犯罪のないまちづくり推進条

例」第２２条第２項、「防犯カメラの設置及び運用に関する指針」及び「防犯カメラ管理・運用規程」

に基づき、監視カメラシステムを適正に運用します。 

 
 

『鳥取県立倉吉未来中心 危機管理マニュアル』として一体的に整理                    

火災、地震、負傷者、盗難、不審物、爆破予告、差別落書き、嘔吐物、感染症、不当要求行為、 

熱中症等 
 

 

キ コインロッカーの管理 

利用者・来館者の利便を図るためコインロッカーを設置していますが、全国的には事件の現場に 

なっている事例もあります。常駐警備員の館内巡回等による盗難事故の防止や、長期使用ロッカー 

については、利用者・来館者に事前に周知の上、保管物を確認するなどして、事件・事故の未然防

止に努めています。 
 

ク 『防火優良認定証』の取得 

   倉吉未来中心は平成 13年の開館以来、倉吉消防署から「防火優良認定証」の交付を受けています。 
 

ケ 『普通救命講習』の実施 

倉吉消防署の救急救命士を講師として、『普通救命講習Ⅰ：心肺蘇生法及びＡＥＤ(自動体外式 

除細動器)取扱講習含む』を年１回開催し、全職員が技能の習得に努めるとともに、倉吉パークス 

クエア内の他施設からも受講者を受け入れることで、倉吉未来中心全体として、利用者・来館者の 

万が一の場合に適切な対応ができるように備えています。 
 

コ その他訓練、研修会等の実施 

警察と合同でソフトターゲットに対するテロ対策訓練の実施や、防火管理者講習、防犯研修会、 

ユニバーサル研修会、同和教育研修会、不当要求行為等対策責任者講習等を定期的に受講して意識

の高揚と技術の向上、応急処置の習得や緊急時対応のスキルアップに努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サ 『緊急時に必要な備品』の整備 

事務室及び舞台袖に緊急時の対応に必要な備品を整備しています。（救急箱、担架、拡声器、 

簡易ベッド、毛布、懐中電灯、携帯無線機、ヘルメット、防犯用品等） 

【テロ対策訓練】 【ユニバーサル研修会】 
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（２）事故・緊急時の体制・対応  
 

ア 緊急時の体制 

『鳥取県立倉吉未来中心危機管理マニュアル』により、利用者・来館者の安全を最優先に対応し 

ます。 

 

イ 夜間緊急時の連絡体制 

   緊急時の連絡体制は、次のとおり整備しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ウ ＡＥＤ（自動体外式除細動器） 

倉吉未来中心には救急救命の知識・技術を持つ 

普通救命（ＡＥＤ）講習修了者を配置しています。 

引き続き、心肺蘇生法講習、ＡＥＤ講習等を定 

期的に行い、応急処置の習得・研鑽にさらに努め 

ます。 

 

 

機械警備会社 

倉吉未来中心 

（第１位連絡者） 

倉吉未来中心内関係施設連絡 

（梨記念館・男女共同参画センター等） 

倉吉パークスクエア内 

関係機関 
鳥取県・倉吉市 

倉吉未来中心職員 

連絡網 

機械警備セット後異常感知 → 警報発報 

発生場所によっては、 

警備会社より直接連絡 

状況により所管課へ連絡 

状況により警察・ 

消防へ連絡 

【心肺蘇生法講習】 

【救急箱】 【担  架】 【ネットランチャー】 
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エ Ｊ－ＡＬＥＲＴ（全国瞬時警報システム） 

利用者や来館者、職員等の安全確保、地震被害等の軽減を図るために設置された本システムを 

活用して、緊急時に対応できるよう操作訓練や避難訓練を実施するとともに、適切に運用管理し 

ます。 

 

オ 指定避難所及び広域福祉避難所の開設 

災害時、県からの要請があった場合、倉吉市の指定避難所として開設します。 

また、島根原子力発電所事故発生時の広域福祉避難所としても開設します。 

災害時の有事の際には、関係各機関と連携し、応急対策の拠点施設としての役割を一層果た 

します。 

 

（３）利用者等の苦情等トラブルの未然防止と対処方法  
 

 

県立の公共施設として、利用者・来館者に気持ちよくご利用いただくことを念頭に公平・公正な管理

運営を心掛け、トラブルが発生しないよう努めます。  

また、苦情の多くは、日頃からの注意やお客様とのコミュニケーションによって防ぐことができると

考えられます。特に、私たち管理者の怠慢など不誠実と指摘される苦情は、決して起こしてはならない

ことであり、職員研修を強化して防止します。 

 

ア 苦情、トラブルの未然防止 

（ア）「職員の教育の徹底」 

       利用者等に気持ち良く利用していただくよう、職員に次のことを徹底します。 

a いつも笑顔で爽やかな対応と清潔な身だしなみ 

b 明朗、活発な挨拶と丁寧な言葉遣い 

c 心配りのある利用者等の立場に立った対応（電話、窓口業務等） 

d 専門的な知識、技術の研鑽 
 

（イ）「定期的な施設、設備、備品の点検と巡回の実施」 

      a 日ごろから設備、備品の点検を行います。 

    b 定時巡回を実施し、危険箇所、改善を要する箇所等は改善等の処置をします。 
  

（ウ）「利用者等の声等への適切な対応」 

      a 利用者等からの意見が苦情やトラブルに変わらないように、常に利用者等の意見に耳を傾け、 

可能なものは直ちに改善するとともに、困難なものはその旨を説明し、理解を得る等、速やかに 

対応を図ります。 

b 施設の利用者等へアンケートを実施します。 

c 運営懇談会を年２回実施します。 

      d 職員で苦情内容を共有し、統一理由での対応によりトラブルの拡大を防止するとともに、他の 

施設へも情報を提供し、同種苦情の未然防止に努めます。 

      e 清掃、警備、日常監視等の受託業者についても、倉吉未来中心のスタッフとして利用者等に接 

するように徹底します。 

 

  イ 苦情、トラブルに対する対処方法 

（ア）「苦情の受付」 

      a 苦情内容は、最後までよく聞き「いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どうした」等具体的に状 

況を確認します。 

      b 利用者等に迷惑をかけた場合は、まずお詫びし、その上で説明します。 

      c 利用者等と議論するのではなく、冷静に理解を得るように努めます。 
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（イ）「対応」 

    a 万一トラブルが発生した場合、速やかに関係先に連絡を行い、迅速な処理に努めます。 

b 処理がすみ次第必ず苦情をいただいた方には結果を伝えます。 

c 寄せられた苦情については、内容、処理結果をホームページ等で公開します。 

d 寄せられた苦情は、県・倉吉市に報告し、必要に応じ指示を受けて対応します。 
 

（ウ）「原因の究明」  

      a 苦情処理報告書を作成し、必ず原因究明を行い再発防止に努めます。 

      b 他施設の苦情、トラブルも参考にします。     

c 苦情処理綴りを作成し、管理運営に活かします。 

 

 

（４）その他  
 

ア 自動販売機の設置 
 

利用者・来館者の利便を図るため、自動販売機を引き続き、館

内に設置することとし、設置業者の決定にあたっては、公告によ

るコンペティション方式により平成３１年度から５ヵ年間の複数

年契約を締結しました。 

また、飲料については県内産商品の販売を促すとともに、来館

者の多様性に対応するため、アイスクリームの自動販売機を新た

に 1台設置しました。自動販売機の選定にあたっては、ユニバー

サルデザイン対応や省エネルギー・静音等の環境対策、災害時飲

料提供機能付、社会貢献活動の取組状況などを審査基準に設 

定しました。 

   なお、設置台数のうち１台は、障がい者就労施設へ委託しました。 
 

 設置場所 設置台数 

１ アトリウム休憩コーナー ４台（うち 1台：アイスクリーム） 

２ アトリウムなしっこ館横ロッカールーム内 ２台（うち 1台：福祉団体設置） 

３ ２階セミナールーム棟 ２台 

４ 大ホール楽屋 １台 

 

 

イ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取扱い  

 倉吉未来中心会館に設置されているＡＥＤ（自動体外式除細 

動器）については、本仕様書において定期点検等の実施が義務 

付けられており、自主点検を行っています。今後、専門業者へ 

の外部委託が必要と判断される場合には、外部委託により点検 

を実施します。 

 
 

 

ウ 県及び各市町村との連携等 

（ア）事故・事件・緊急時等の連携 

火災、地震、その他災害の発生のほか、防犯（不審者・不審物等）、差別落書、嘔吐物処理、 

感染症、不当要求行為、熱中症等の対応時には、県や倉吉市をはじめとする関係機関への速や 

かな連絡・報告とともに、必要に応じて協議や指示を仰ぎます。 

 

 
 

【自動販売機】 

【ＡＥＤ（自動対外式除細動器）】 
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（イ）災害等の有事の際の連携 

    倉吉未来中心は、災害対策基本法に基づく、倉吉市の指定緊急避難場所であり、また、島根 

   原子力発電所事故発生時の広域福祉避難所にも指定されていますので、災害等の有事の際には、 

   各関係機関と連携し、避難者等の応急対策の拠点施設としての役割を果たします。 
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２－５ 利用者等の要望の把握及び対応方針                  
 

お客様からのご意見・ご要望は、施設に関することや職員の対応に関すること、実施事業に関す 

ることなど多岐にわたります。それらは、今後の管理運営のための大切な財産と捉え、施設で対応 

できるものは速やかに対応し、予算措置が必要なものについては県に要望等をします。 

ご意見・ご要望への対応方針・改善策は職員全員が共有し、今後の運営に反映させます。 

  また、ご意見・ご要望の回答は、ホームページ及び館内掲示で公開します。  

 

（１）要望の把握方法 
 

ア アンケート実施 

   施設の利用者には、利用後に「利用報告シート」をご記入いただき、利用に際してのご意見や感想

を伺います。利用後の鍵返却時にご提出いただいた利用報告シートのご意見は、その場で利用者へ詳

細を確認する体制とします。利用者以外の来館者の要望も伺うため、「ご意見箱」を館内に設置して

います。このほか、窓口、電話、ＦＡＸ、Ｅメールでも随時、ご意見・ご要望を頂戴し、主催公演で

も鑑賞者へのアンケートを実施しています。 

   平成３１年４月からは、従来の「施設利用完了報告書」の内容を見直し、「施設利用アンケート」

という形で、倉吉未来中心を会場として選んだ理由や、利用後の満足度、職員の応対等のアンケート

やご意見・ご要望について記載していただく内容としました。アンケートの分析結果を活かした運営

を積極的に行うとともに、短所や要望を把握し速やかに対応しています。 

 

イ 倉吉未来中心運営懇談会 

  運営懇談会でいただいたご意見・ご提案も施設運営に反映させます。 

 

（２）対応方針 
 

  お客様からのご意見・ご要望は、次のとおり対応します。 
 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用報告

シート

ご意見箱への

投稿
メール

運営懇談会での
聞き取り

窓口での

聞き取り

主催公演での

アンケート

担当部署による状況把握・分析 

施設内会議・財団幹部 

経営会議で改善策検討 

鳥取県・倉吉市へ

協議 

職員間での共有 

運営への反映・制度改正 

・対応策の公開（ＨＰ・館内掲示） 

・直接説明 

・鳥取県、倉吉市へ報告 

軽微な内容は 

即改善・対応 
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（３）利用報告シート結果 
 

平成３１年４月～令和元年１１月にいただいた施設利用アンケート結果では、下記のとおり概ね満足

いただいており、今後も利用したいというアンケート結果となっています。 

【アンケート結果（一部）】 

アンケート内容 選択肢 回答率 

利用後の施設の満足度は？ 「とても満足」又は「満足」 99.2％ 

今後も利用したいと思いますか？ 「ぜひ利用したい」又は「利用したい」 99.9％ 

職員（窓口）の応対は？ 「とても良い」又は「良い」 99.7％ 

職員（舞台）の応対？ 「とても良い」又は「良い」 99.7％ 
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３ 組織及び職員の配置等                       
 

（１）管理運営の組織 

 

      総務課長 

（兼総務部長） 

   総務課員 

（常勤 1）    
 

     

            

   総務部長 

（常勤 1） 

  施設利用課長 

（兼総務部長） 

   施設利用課員 

（常勤 2､非常勤 2) 

 

       

            

      文化事業課長 

（常勤 1） 

   文化事業課員 

（常勤 1）          

          常勤 1：(兼)本務とりｱｰﾄ中部支局 

非常勤 1：(兼)本務県文           

             

館長 

（常勤 1） 

           舞台技術担当 

（兼室長 1、兼主幹 1）            

             

      舞台技術室長 

（常勤 1） 

  主幹 

（常勤 2） 

  照明技術担当 

（兼主幹 1、常勤 1）           

             

技術管理部長 

（県民文化会館） 

  
 

     
 

  音響技術担当 

（常勤 2）          

             

      施設管理室参事 

（嘱託 1） 

   施設管理員 

（常勤 1）          

             

    とりアート推進課 

（県民文化会館） 

  とりアート中部支局（倉吉未来中心） 

支局長（常勤 1：兼未来中心館長） 

支局員（常勤 1：兼文化事業課員） 

      

         

          

             

 

 

 
 

 

 

 

※上記組織は、その年の重要課題等を推進する上で、参事、副部長、副室長等の職を設けることがあり 

ます。また、職員の人事異動等に伴い、常勤・嘱託・非常勤の別その他若干の変動が見込まれます。 

なお、県移管事業の職員配置は県の予算決定により変動するとともに、事業の受託に伴う職員の配置 

は含まない組織図としています。 
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ア 実施体制の考え方 

（ア）実務執行体制 

当財団では、第３期指定管理までにプロパー職員が要職を担う体制づくりと併せ、全県の文化

振興を図る使命を果たすため、効率的で実効性のある実務執行型の組織体制により業務を遂行し

ています。 

これからも、これまで培ってきた管理運営や企画のノウハウを基盤に、専門知識のある職員を

適材適所に配置し、この体制を強化します。 
 

（イ）中部地域の文化芸術事業実施体制 

     中部地域における文化芸術事業を実施していくための専門部署として、文化事業課を県民文化 
会館企画制作部の駐在組織として位置付けているところです。中部地域の文化振興を推進する上 
でも組織の強化は必要と考え、同課職員を４名体制として事業の展開を図ります。 

 

（ウ）組織体制 

a 施設利用対応・管理部門 

     施設利用者対応は、県立施設の適切な利用許可、サービスの提供など、県民の皆様と直接関わ 

る部署です。経験年数豊富な職員を含めたローテーション勤務でより良いサービスを実現します。 

施設の保全は、第３種電気主任技術者等の資格を有する職員を配置し、中長期的な視野で効率

的な施設の維持・管理を行います。 

総務担当職員は、公益法人会計の経理経験を積んだ職員を配置し、法令遵守に基づく会計処理

を行います。 
 

b 文化芸術事業推進部門 

      文化芸術に係る事業を推進していく上で、アートマネジメント能力やコミュニケーション能力、

並びに芸術分野の専門的知識を有した人材が求められます。（公社）全国公立文化施設協会や 

（一財）地域創造等が主催する研修会等に積極的に参加して知識を習得するとともに、文化芸術 

事業推進の経験豊富な職員が中心となって、地域のコーディネーター役として文化振興を図りま

す。 
 

c 舞台技術部門 

舞台技術部門は、実務経験豊富で、様々な資格を有した職員が運営に当たるとともに、利用者、

文化活動者への技術支援を継続します。 

 

（エ）技術管理部の設置 

財団企画のプロデュース創作公演や公共文化施設、教育、行政機関などへの柔軟な支援体制が 

とれるよう財団に技術管理部を置き、専門職員による円滑な人的運営を図ります。 

 

（オ）運営会議・課会（室会）の開催 

      各部署はローテーション勤務のため、業務を円滑に進めるためには、常に情報共有が必要です。 

毎月、課長以上による「運営会議」を開催するとともに、部署ごとの課会、室会を定期的に開 

催することにより、業務の進行管理や問題の早期解決を行います。 
 

（カ）幹部経営会議の開催 

運営上特に重要な事項について、内部の意思決定の明確化及び情報の共有化を図るため、全管 

理職参加の「幹部経営会議」を毎月開催しています。幅広い考えの導入と管理職員の経営参画の 

意識を確立します。そして、その内容については全職員に周知して情報の共有を図り、全職員に 

より一体的に運営します。 
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  エ 受付事務のバックアップ体制 

受付事務には、原則として施設利用課の職員が対応しますが、受付窓口の混雑時、利用施設準備の

ための同課職員不在時などの場合には、総務部の職員を中心に事務室内に配置されたすべての職員が

受付対応を行い、お客様へのサービス向上に努めます。 

 

オ 役職者の配置 

当日の利用申込の審査や利用者等からの要望・苦情に責任を持って対応できるよう、日中時（8:30 

～17:30）には、原則として課長級以上の役職者を配置するようにします。出張、病欠等が重なり、 

いずれの者も配置できない場合においても、主幹級以上の職員を必ず１名以上配置します。 
  

カ ホール利用対応者の配置 

ホールの利用には、舞台技術室の職員が対応しますが、繁忙期等においては、午前から準備・仕込

を行うケースが多く、舞台技術室の現職員体制においては対応できないケースもあり、催事の規模・

内容に応じて安全性、効率性等を勘案しながら、県民文化会館の舞台技術室との連携や外部業者委託

による増員配置により対応します。 
 

キ 施設設備の維持管理対応者の配置 

館内の適切な維持管理業務を行うため、原則として日中時（8:30～17:30）には施設管理担当職 

員を１名配置します。 

また、通常、運転監視業務受託業者の監視員１名を常駐させますが、ホールにおいて大規模催事 

が行われる場合には、不測の事態への対応強化のため、施設管理担当職員１名も配置します。 
 

※「職員配置の記載の参考例」は別紙（資料２）のとおりです。 

 

（４）障がい者又は高齢者の雇用計画  
  

障がい者雇用について、当財団は常用労働者４５．５人以上の事業者であり、「障害者の雇用の促 

進等に関する法律」に基づき、障がい者１名を県民文化会館勤務で雇用しています。会館業務の全般 

に関わる補助業務に携わり、一員を担っており継続して雇用します。 

また、高齢者雇用については、現在、職員の定年は年齢６０歳としており、 「高年齢者等の雇用の 

 安定等に関する法律」に基づき、本人が希望し、解雇事由又は退職事由に該当しない者については、 

 年齢６５歳に達した日以後における最初の３月３１日まで継続雇用しているところです。年齢６５歳 

 以上の雇用については、定年の引き上げを実施するなどした場合、その経験、知識等を最大限に活用 

 するなどのため、今後、検討することとしています。 
 

区分 職種（職名） 雇用関係 
月勤務 

日 数 
従事する業務内容 人数 備考 

障がい者 
総務課員 非常勤職員 20日 

総務・施設利用・企画制作等

の補助業務に関すること等 
１  

計 １  

高齢者 
― ― ― ― ―  

計 ０  

 

 

（５）施設設備の適切な維持管理のために必要な専門職員の配置  
 

ア 施設設備の維持管理業務に携わる職員の実務経験                令和2年2月1日現在 

実務年数 人数 主な実務の内容 

２年 
(他所で34年経験有) 

１ 施設設備の維持管理、保守点検受託業者への指導 

４年 １    〃 
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イ 維持管理業務に関する資格の保有状況                 令和2年2月1日現在 

資格の名称 資格の概要 人数 

第３種電気主任技術者 

（国家資格） 

事業用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保安の監督をさせ

るため、設置者が法律上必ず置かねばならない電気保安の確保ため

の技術責任者。第３種：50,000Ｖ未満の電気工作物の保管監督がで

きる。 

２ 

２級建築士（国家資格） 

一定規模以下の木造の建築物、および鉄筋コンクリート造な

どの建築物の設計・工事監理等の業務を行うことができる資

格。 

１ 

防火管理者（講習修了） 

消防法に基づいて、防火に関する講習会の課程を修了した者等一定

の資格を有し、かつ、その防火対象物において防火上必要な業務を

適切に遂行できる地位にある者。 
６ 

危険物取扱者甲種 

（国家資格） 

消防法に基づく危険物の取り扱いを行うことができる資格。 
 ２ 

危険物取扱者乙種第４類 

（国家資格） 

引火性液体（ガソリン、灯油、軽油、エタノールなど）の取

扱い、立会いができる資格。 
２ 

甲種消防設備士第４類 

（国家資格） 

消防設備士：消防法に基づき、消火器やスプリンクラー設備などの

消火設備、自動火災報知設備などの警報設備、救助袋などの避難設

備の設置工事、点検整備を行うことができる。 
甲種第４類：自動火災報知設備、ガス漏れ火災警報設備、消防機関

へ通報する火災報知設備の工事、整備及び点検をすることができ

る。 

１ 

乙種消防設備士第１類 

（国家資格） 
乙種第１類：消火栓の整備及び点検をすることができる。 １ 

乙種消防設備士第６類 

（国家資格） 
乙種第６類：消火器の点検をすることができる。 １ 

ボイラー技士（２級） 空調・温水ボイラーの操作、点検をすることができる。 １ 

第３種冷凍機械責任者 
冷凍にかかわる高圧ガスを製造する施設において保安の業務を行う

資格。 
１ 

アーク溶接業務従事者 

特別教育修了 

属電極と被溶接物の間にアーク（火花）を発生させ、その熱

を利用して溶接する方法であるアーク溶接を行う上で必要な

資格。 

１ 

ガス溶接技能士講習修了 
可燃性ガス及び酸素を混合して使用するガス溶接、切断等の

ガス溶接の作業を行う上で必要な資格。 
１ 

 

 

（６）文化芸術活動の支援や事業を実施していくために必要な専門職員の配置   
 

 

ア （公社）全国公立文化施設協会、（一財）地域創造、その他団体が実施する研修会への過去の

参加実績 
 

(公社)全国公立文化施設協会関係          

・全国公立文化施設協会研究大会 ・全国劇場・音楽堂等技術職員研修会 

・全国劇場・音楽堂等アートマネジメント研修会 ・全国公立文化施設協会近畿ブロック舞台技術研修会 

・全国公立文化施設協会中四国ブロックアート 

マネジメント研修会 

・全国公立文化施設協会中四国支部業務管理研修会 

・全国公立文化施設協会中四国ブロック舞台技術研修会 

(一財)地域創造関係                

・文化政策幹部セミナー ・ステージラボ「公立ホール・劇場マネジャーコース」 

・ステージラボ静岡セッション ・地域劇場のためのアートマネジメント研修会 
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その他団体関係                   

・愛知県舞台技術者セミナー ・島根県公立文化施設協議会舞台技術研修会 

・島根県民会館アートマネジメント研修会 ・鳥取県文化施設協議会自主企画事業及び施設管理業務合同研修会 

・鳥取県文化施設協議会舞台技術研修会 ・小規模都市における公共ホール職員のための現職研修 

※文化芸術及び舞台技術に係る主な研修のみ記載 

 

その他、下記の管理運営関係の研修にも継続的に参加し、知識と技能の研鑽を重ねています。 

研 修 会 名 

・会計事務基礎的業務向上研修 ・労務管理セミナー 

・接遇・クレーム対応研修 ・女性のキャリアアップ応援セミナー 

・産業保健セミナー ・新社会人フォローアップセミナー 

・環境マネジメント（TEAS）研修 ・若手社員セミナー 

・公益法人税務・会計セミナー ・安全衛生推進者養成講座 

・あいサポーター研修公開講座 ・KYT（危険予知訓練）研修 

・新入社員（雇い入れ時）安全衛生教育 ・あいサポートメッセンジャー養成研修会 

・人事管理者セミナー ・衛生管理者等研修会 

・働く人のための労働セミナー ・電気取扱い業務（低電圧）に係る特別教育 

・ヒューマンエラー防止対策研修 ・ユニバーサルデザインセミナー 

・ＴＥＡＳリフレッシュセミナー ・障がいのある方とともに働くためのセミナー 

・公正採用選考人権啓発推進員研修会及び働きやすい職場づくり支援セミナー 

・不当要求行為等対策責任者研修 ・鳥取県 PPP/PFI推進地域プラットホームセミナー 

 

イ 舞台・音響・照明に携わる職員の実務経験                        令和 2年 2月 1日現在 

実務年数 人数 業 務 主 な 実 務 の 内 容 

１８年 １ 舞台、照明担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、舞台技術、

照明技術に関する相談・助言・指導等の支援 

１８年 １ 舞台、音響担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、舞台技術、

音響技術に関する相談・助言・指導等の支援 

１８年 １ 照明、映像担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、照明技術、

映像技術に関する相談・助言・指導等の支援 

１２年 １ 音響、照明担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、音響技術、

照明技術に関する相談・助言・指導等の支援 

 ５年 １ 照明、舞台担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、照明技術、

舞台技術に関する相談・助言・指導等の支援 

 １年 １ 音響、照明担当 
舞台設備の維持管理と利用者への技術提供、音響技術、

照明技術に関する相談・助言・指導等の支援 

 

ウ 舞台技術に関する資格の保有状況                                   令和 2年 2月 1日現在 

資格の名称 資格の概要 人数 

第３種電気主任技術者 
（国家資格） 

事業用電気工作物の工事、維持及び運用に関する保全の

監督をさせるための技術責任者。舞台電気設備を安全に

使用するために応用。 
１ 

第２種電気工事士 
（国家資格） 

一般電気工作物の工事に関する専門的な知識と技能を有

する資格。舞台電気設備を安全に使用するために応用。 
３ 
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舞台機構調整技能士（音響） 
２級（国家資格） 

舞台機構の調整に必要な技能を認定する資格。 １ 

音響技術者１級 
（日本音響家協会技能認定） 

舞台機構の調整に必要な技能を認定する資格。 １ 

音響技術者２級 
（日本音響家協会技能認定） 

   〃 ２ 

サウンドシステムチューナー

２級（日本音響家協会技能認定）

ホール音響設備やコンサート音響システムを正しく接

続・設置して、電気音響特性とホール音響特性を整合さ

せ、音響機器の性能を十分に発揮させるための音場補正

をする者を認定。 

１ 

照明技術者１級 
（日本照明家協会技能認定） 

照明技術者として必要な知識を持ち、充分な経験と熟練

した技能を有し、業務運用に照明設計を充分理解し、責

任者として作業を円滑に進め得る者を認定。 
３ 

照明技術者２級 
（日本照明家協会技能認定） 

照明技術者として必要な知識を持ち、充分な経験と熟練

した技能を有し、業務運用に照明設計を充分理解し、責

任者として作業を円滑に進め得る者を認定。 
１ 

玉掛け技能者 
（国家資格） 

舞台上に看板やセット等を吊下げるには、建築現場等の

クレーン作業と同様に、安全作業上、重量に応じた吊下

げ方法やロープの選択、重心を考慮した吊り点の選択が

不可欠であり、玉掛け技能は必須。 

６ 

小型移動式クレーン運転技師 
（講習修了） 

舞台上に看板やセット等を吊下げるには、建築現場等の

クレーン作業と同様に、吊下げたセット等を安全に昇降

させるために、吊下げ物の周囲との干渉やゆれ、昇降速

度等を考慮した運転技能に応用。 

２ 

映像音響処理技術者 
（日本ポストプロダクション協会認定） 

記録映像等の作品を制作する中で、良質なコンテンツ制

作を技術面からサポート作業する技術者。 
１ 

 

 

（７）人材育成  
 

県民、利用者の皆様に高品質のサービスを安定・継続的に提供するとともに、より効率的な運営を 

推進していくためには、職員一人ひとりの勤務意欲と能力を一層向上させ、人的資源を最大限活用で 

きるシステムづくりが必要であるため、職員研修については体系立て、職員に対する研修の強化をは 

じめ人事給与制度や勤務評定制度の充実など、人材育成に向けて取り組んでいます。 
 

ア 人材育成のフレーム 

限られた人材（人財）を育成するには、中長期的視点に立った計画が求められます。中長期的に 

人材を育成するには、現在の指定管理者制度は不利な面がありますが、徐々に指定管理期間も長期 

傾向にあるため、３年～５年を目安に計画を立てて進めています。 

   組織のミッション及び事業計画を実現するために、どのような能力や価値観を持つ「人財」が求 

められのか、まずはイメージし、その方針を「職階ごとに期待される職員像」として定義し、具現 

化します。 

 

   イメージ   施設の設置目的から 

        県民文化会館＝県民の文化の振興を図る 

         倉吉未来中心＝人と人の交流を促進し地域の活性化を図る 

              財団定款から 

                 組織の目的＝県民文化の育成と振興、文化活動の場の提供、自主的な活動の支援、 

人と人との交流、地域の活性化  
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心豊かで潤いと活力に満ちた県民生活の実現 

 

 

●上記の目的達成から導かれるホールが担う役割＝貸館から創造へ 

（舞台芸術や音楽等を創造、地域の活性を） 

●ホール自らが主体となり創造していく拠点施設（創造型施設）となること 

●創造型施設を支えるための専門性を備えた職員の配置＝不可欠な条件 

 

●求められる職員＝・施設や設備が備える可能性や機能を最大限に活かすことのできる専門性 

                  ・創造的活動を実践していく上で必要とされる専門性 

       その具体： ・施設や地域の特色を加味した事業の企画提案できる専門職員（プロデューサー等） 

                ・創造的活動を行うための専門職員（制作、教育普及、広報宣伝、営業等） 

               ・舞台設備の管理だけでなく、舞台設備を有効に活かした創造活動のできる専門職員 

（舞台監督、照明プラン、音響プラン等の舞台技術者） 

                 ・法令・規則に準拠した活動のできる知識と技能（資格）を有し、施設の安全性や非常 

時を想定した様々な手続きが可能な専門職員 

 

 

イ 研修の強化 

（ア）接遇能力の向上 

県民、利用者の皆様へのサービスに直結する受付、応対能力の向上を図るため、効果的な接遇研

修を全職員対象に実施します。 
 

（イ）アートマネジメント能力の向上 

文化芸術に係る事業を推進していく上で必要不可欠なアートマネジメント能力の向上については、 

（一財）地域創造や（公社）全国公立文化施設協会等の主催する研修等への積極参加により対応し 

ます。 
 

（ウ）舞台技術能力の向上 

ホール利用者への技術提供や舞台創造部門を担う舞台技術職員の技術力向上については、（公社）

全国公立文化施設協会主催の舞台技術研修をはじめ各地で開催される専門セミナーへの積極参加

により対応します。 
 

（エ）管理職養成の強化 

経験年数を経た職員や管理職にある職員への効果的な研修を進めることとし、各種団体が開催す 

る管理職養成講座等への積極的な受講を進めます。 

（オ）その他管理運営能力の向上 

人権研修、個人情報保護研修、会計事務研修などの管理運営上必要不可欠な各種研修についても、 

形骸化させることなく常に効果的な内容となるよう充実します。 

また、研修の実施にあたっては、スキルアップだけでなく職員の意識改革や研修経費の節減等も

視野に入れ、鳥取県公社事業団等職員互助会或いは県域の類似団体との連携による研修の共同実施

（各団体に共通する内容のもの）をするなど検討します。 

 

 ウ 意欲向上策 

（ア）勤務評定制度の充実 

職員の勤務意欲を一層向上させるため、職員の能力や勤務態度・実績等に応じて給与や昇格を決 

定する制度にしています。本制度については、人材育成の視点にも十分配慮しながら、評定内容の

充実、面接指導の実施など個々の職員の能力向上に一層活かします。 
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（イ）管理職の執務姿勢自己診断援助制度 

管理職の執務姿勢の向上や自己啓発・研鑽に役立てるため、部下職員からの勤務姿勢診断（援助） 

制度を導入しています。 
 

（ウ）自己開発支援制度 

自己啓発活動助成制度を導入しており、職員自らが業務に必要な研修受講を企画し、また能力向 

上に資する資格取得を希望する場合に受講費や受験費の助成を行い、職員の積極性を促す環境づく 

りを進めています。 

また、キャリアアップを待遇面へ反映させる仕組みも継続的に検討します。 

 

≪職員研修システム≫ 
 

   【定  義】 

a 専門知識・技能   b 対人関係  c 概念化（課題発見及び解決） d 自己スキルアップ 

【教育訓練】 

a OJT＝実地研修  b OFF－JT＝外部研修  c 自己啓発＝知識・技術スキルアップ  

 

 

 

                 新規職員研修（採用 2年以内の若手）… 新入社員基礎研修、組織概要習得ほか 

              若手職員能力向上研修（20代） ……… 業務能力向上研修ほか 

●基礎研修（階層別研修）    中堅職員研修（30代～40代）  ……… 業務能力向上研修、職場ﾘｰﾀﾞｰ研修ほか 

              管理職員研修（部・室・課長）  ……… 管理者基礎研修、管理能力研修ほか             

              非常勤職員  ……………………………… ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ研修、組織概要習得ほか 

 ●能力開発・向上研修      全公文協・地域創造等主催研修  ……… ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修、舞台技術研修ほか 

    専門講師による研修  …………………… 全国公文協支援員派遣事業研修ほか 

 ●危機管理研修           各施設の実施研修  …………………… 消防・地震訓練、不審者等対応講習ほか 

 ●自己開発支援           自己啓発活動助成  …………………… 自己啓発活動助成要領に基づく研修 

 ●その他財団研修          共通研修   ……………………………… 人権研修、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修、 

ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ研修ほか 

 

 

４ 関係法令に係る監督行政機関からの指導等の状況及び対応状況       

 特になし。 
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【あいサポート団体認定証】 

（認定：平成26年5月21日） 

５ 法人の社会的責任の遂行状況                       
 

（１）障がい者雇用  
 

ア 常用労働者数45.5人以上の事業者であり  

レ 法定雇用率を達成している。 

□ 法定雇用率を達成していない。 
 

イ 常用労働者数45.5人未満の事業者であり 

□ 障害者（身体障害者・知的障害者・精神障害者）を雇用している。 

□ 障害者を雇用していない。 
 

（２）男女共同参画推進企業の認定  
 

レ 男女共同参画推進企業に認定されている。 

□ 男女共同参画推進企業に認定されていない。 
 

（３）ISO14001・鳥取県版環境管理ｼｽﾃﾑ審査登録制度（TEAS）I種又はⅡ種規格認証等  
 

  ISO14001又はTEASⅠ種又はⅡ種規格に基づく環境管理システムについて 

レ 認証登録されている。 

□ 認証登録されていない。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【男女共同参画推進企業認定証】     【ＴＥＡＳⅡ種認定登録証】    【鳥取県文化振興財団環境宣言】 

（初回認定：平成20年10月 2日）  （初回登録：平成24年9月19日） （制定日：平成24年3月12日） 

 （更新認定：平成27年 2月16日） （更新登録：平成30年9月18日）  （改訂日：平成29年4月 1日） 

                 （有効期限：令和 3年9月18日）  （改訂日：平成30年6月13日） 
 

（４）あいサポート企業等の認定                             
 

レ あいサポート企業等に認定されている。 

□ あいサポート企業等に認定されていない。 

□ その他の地方公共団体の障がい者支援に係る 

類似制度の認定等を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料１）

施設

大 ホ ー ル 50.1 38,300

小 ホ ー ル 72.0 23,900

リ ハ ー サ ル 室 72.1 6,200

練 習 室 １ 91.0 2,300

練 習 室 ２ 60.8 2,700

セ ミ ナ ールーム １ 74.0 8,200

セ ミ ナ ールーム ２ 71.4 4,000

セ ミ ナ ールーム ３ 78.7 22,000

セ ミ ナ ールーム ４ 80.4 3,900

セ ミ ナ ールーム ５ 67.5 2,800

セ ミ ナ ールーム ６ 83.0 4,500

セ ミ ナ ールーム ７ 70.7 6,400

セ ミ ナ ールーム ８ 43.6 1,200

セ ミ ナ ールーム ９ 70.7 2,100

ア ト リ ウ ム 65.2 37,200

団体事務局サロン 100.0 2,000

合 計 － 167,700

令和２年度鳥取県立倉吉未来中心利用率見込・利用者数見込

利用率見込
（％）

利用者数見込
（人）

備　　考
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配置場所
職員配置の

時間帯
館長

 総務部長
 兼文化事
 業課長

 総務副部
 長兼総務
 課長兼施
 設利用課
 長

総務課員

 施設管理
 担当参事
 ・施設管
 理員

施設利用
課員

文化事業
課員

舞台技術
室長

舞台技術
室員

人員1 人員1 人員1 人員1 人員2 人員5 人員3 人員1 人員5 人員20

8:30～10:45 1 1 1 1 2 6

10:45～13:15 1 1 1 1 2 6

13:15～17:15 1 1 1 1 3 7

17:15～19:30 1 1

19:30～22:00 1 1

8:30～10:45 3 3

10:45～13:15 4 4

13:15～17:15 5 5

17:15～19:30 2 2

19:30～22:00 1 1

8:30～10:45 2 2

10:45～13:15 2 2

13:15～17:15 2 2

(運営事務室内) 17:15～19:30

19:30～22:00

大ホール

（催事時等）

小ホール

（催事時等）

（資料２）

4

2 2

8:30～17:15

                                       日常職員の配置                        

合　計

施設管理

受　　付

※３  職員配置の時間帯の中には職員の休憩時間も含まれているため表中に記載している職員数の配置を下回る時間帯も生じますが、業務が停滞しないよう休憩時間の
        設定等勤務時間の割り振りを行います。

職　　　　　　　　　名

※１  夜間(17:30～22:00)の受付事務対応は、２名とし、うち１名については、保安上男性職員を充てることとします。

1

8:30～17:15

運営事務室

3

※２　大ホールの催事対応については、催事の規模等により２０名体制を取ることとしており、本例は大規模な催事を想定しています。
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